
『紅
楼
夢
』
に
お
け
る
罵
倒
語
の
類
型
と
意
味

渡

辺

博

文

は
じ
め
に

本
研
究
は

一
八
世
紀

に
書
か
れ
た
小
説

『紅
楼
夢
』
(注
↓

を
対
象
と
し
、
そ
の
時
代
に
使
わ
れ
た
罵
倒
語
が
持

つ
語
彙
形
態
、

意
味
特
徴

に
つ
い
て
分
析
す
る
。
ま
ず
罵
倒
語
を
類
型
し
、
そ
れ
か
ら
意
味
説
明
を
行

い
、
最
後
に
分
類
し
た
罵
倒
語
の
特
徴
を

ま
と
め
る
。

郭

(
一
九
九
九
)
に
よ
る
と
中
国
で
よ
く
使
わ
れ
る

"他
娼
的
"
と
い
う
罵
倒
語
は
元
来
の
意
味
が
薄
れ
て
い
て
、
今
日
で
は

主
に
物
事
に
対
し
て
の
口
癖

(し
ま

っ
た
、
ク
ソ
)
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
見
る
と
罵
倒
語
は
そ
の
時
代
の
民
俗

文
化
に
お
け
る
価
値
観
、
倫
理
観
、
生
活
習
慣
な
ど
と
密
接
に
関
係
し
、
そ
の
社
会
の
時
代
的
変
化
に
従

っ
て
そ
の
意
味
や
使
わ

れ
方
も
変
化
し

つ
づ
け
て
い
る
と
言
え
る
。

つ
ま
り
罵
倒
語
は
、

一
種
の
民
族
文
化
語
彙
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究

の

目
的
は

『紅
楼
夢
』
に
お
け
る
罵
倒
語
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

一
八
世
紀
の
中
国
語
と
そ
の
時
代
の
民
俗
文
化
と
の
関
係

93
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二

先
行
研
に
お
け
る
罵
倒
語
の
定
義
と
分
類

ニ
ー

一

先
行
研
究

野
崎

(
一
九
五
七
)
は
元
代
以
前

の
文
学
作
品
で
は
、
若
干
の
罵
倒
語
が
現
れ
る
程
度
に
対
し
て
、
元
代
に
は
実
に
多
く
現
れ
、

そ
の
多
く
は
中
国
の
伝
統
的
社
会
意
識
を
そ
の
発
想
的
根
拠
に
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
元
の
雑
劇
研
究

の
重
要
な
資

料
で
あ
る

『元
人
雑
劇
百
種
』
と

『西
廟
記
』
に
現
れ
る
罵
倒
語
を
、
以
下
の
よ
う
に
類
型
し
、
そ
の
類
型
に
つ
い
て
は

「
こ
の

よ
う
な
署
詞
の
類
型
は
、
元
代
以
前

の
庶
民
文
学
に
散
見
さ
れ
る
署
詞
の
類
型
を
継
続
し
て
お
り
、
ま
た
後
世
の
庶
民
文
学
や
魯

迅
以
降

の
近
代
文
学
に
あ
ら
わ
れ
る
署
詞
の
伝
統
的
類
型
を
形
成
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

(
一
)
性
名
誉
を
侵
害
す
る
も
の

①

人
の
血
縁
者
の
性
名
誉
を
侵
害
す
る
も
の

(禽
像
娼
娼
歪
戻

、
休
娘
、
什
広
娘
、
弟
子
核
几
)

②

生
殖
器
を
そ
の
ま
ま
根
詞
と
す
る
も
の

(島
、
頽
)

③

直
接
相
手
を
性
倫
理
の
破
壊
者
で
あ
る
と
決
め
付
け
る
も
の

(賊
王
八
、
老
咬
虫
、
弟
子
)

(二
)
身
分
的
秩
序
意
識
に
も
と
つ
く
も
の

(厩
、
賎
人
、
賊
)

(三
)
面
子
意
識
を
表
面
に
お
し
だ
し
た
も
の

(没
股
的
、
不
要
瞼
、
去
腱
)
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(四
)
人
を
禽
獣
に
擬
す
る
意
識
に
も
と
つ
く
も
の

(狗
、
勢
、
禽
善
)

(五
)
罪
業
天
罰
意
識
に
も
と
つ
く
も
の

(並
秤
、
並
賎
、
造
並
)

(六
)
鬼
の
意
識
に
も
と
つ
く
も
の

(没
美
鬼
、
鬼
精
、
俄
鬼
)

(七
)
其
の
他

(圷
蛋
、
老
村
婆
子
、
負
心
汲
)

(野
崎

一
九
五
七

一
〇
頁
に
よ
る
引
用
)

塚
本

(
一
九
六
六
)
は
罵
倒
語
に
つ
い
て

「罵
詞
あ
る
い
は
署
詞
は
人
間

の
行
為
、
性
格
な
ど
に
対
し
て
抱
く
急
愚
、
蔑
視
、

憎
悪
の
感
情
を
言
語
表
現
し
た
も

の
」
と
定
義
し
、
テ
キ
ス
ト
校
合

の
作
業
過
程
で
ノ
ー
ト
し
て
お
い
た
若
干
の
署
詞
を
野
崎

(
一
九
七
五
)
の
論
文
を
参
考
に
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

穴 宅 宍 丑 西i⊇ 三2
))))))))

対
手
の
血
縁
者

の
性
倫
理
を
侵
害

・
侮
辱
す
る
も
の

(下
流
秤
子
、
野
奈
紳
)

対
手
を
直
接
性
倫
理
の
破
壊
者
で
あ
る
と
き
め

つ
け
、
侮
辱
す
る
も
の

(淫
如
、
賊
淫
始
)

対
手
を
禽
獣
に
擬
す
る
意
識
に
も
と
づ
き
、
侮
辱
す
る
も
の

(猴
几
、
免
子
、
野
弓
)

対
手
を
罪
業
天
罰
に
も
と
づ
き
侮
辱
す
る
も
の

(造
肇
、
罪
肇
、
肇
畜
)

面
子
意
識
を
表
面
に
お
し
だ
し
て
侮
辱
す
る
も
の

(没
股
的
、
什
広
脆
、
老
股
面
)

鬼
の
意
識
に
も
と
づ
き
侮
辱
す
る
も
の

(短
命
鬼
几
、
死
鬼
、
淫
魔
色
鬼
)

対
手
を
物
質
に
擬
し
侮
辱
す
る
も
の

(什
広
奈
西
、
小
奈
西
子
、
老
京
西
)

対
手
を
愚
者
視
し
て
侮
辱
す
る
も
の
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ニ
ー

二

定
義

本
論
文

の
罵
倒
語

に

つ
い
て
の
定
義

は
野
崎

(
一
九
五
七
)、
塚
本

(
一
九
六
六
)、
文
孟
君

(
一
九
九
八
)
と
以
下
の
も

の
を
参
考
に
し
て
定

義
す
る
。

ま
ず

『中
国
語
大
辞
典
』
で
は

"鷺
"
に
つ
い
て

「①

の
の
し
る
、②

(荒

塚
本

(
一
九
六
六
、
一
九
六
七
)
の
論
文
は
、
彼
自
身
が

「
本
稿
は
初

め
か
ら

「署
詞
」
を
考
察
す
る
意
図
を
も

っ
て
、
あ

つ
め
た
も
の
で
は
な

い
た
め
、
性
格
別
の
分
類
と
言

っ
て
も
、
必
ず
し
も
正
確
と
は
言
い
が
た

い
」
と
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
代
表
的
な
罵
倒
語
し
か
分
類
し
て
い
な
い

た
め
、
全
数
調
査
に
基
づ
く
包
括
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

文
孟
君

(
一
九
九
八
)
は
罵
倒
語
を

「粗
野
或

い
は
悪
意

の
あ
る
言

葉

で
、
相
手
が
恥
辱
を
感
じ
る
よ
う
に
す
る
」
と
定
義
を
し
、
以
下
の

よ
う
に
類
型
し
て
い
る
。

(俊
子

、
糊

徐

人

、

糊
除
虫
)

(塚
本

一
九
六
七

一〇
頁

に
よ

る
引
用

)

1.性 屠 2.庇 称 浴

(1)性 器 官(島 、亀 美 、球 、屍) (1)劫 物(狗 、 猪、 猪 人 的、 王八)

(2)性 行 力(日 、人 、 禽) (2)鬼 神(鬼 子 、魔 鬼 、夜 叉 、狐 狸 精)

(3)性 乱(他 娼 的 、 葬汲 、淫 始 、 (3)什 物(奈 西 、老 物 、 瀬 　 )

王八、爬茨) (4)卑 賎 妊 邪(奴 オ 、厩 、'r共 、肇障 、

(4)生 理排泄(放 屍、尿、放 並 秤 、 妊〕!日)

・ … 屍)
(5)来 属 称 清(几 子 、 老 子 、 大 苓 、

弥子)

3.宜 隊 活(妊 商 、 多 巴 倦 、 禿.`、 4.躯 逐 浩(漆 蛋 、 漆 升 、 去 弥 的、

禿歪刺 〉 走升)

5.威 肋橋(送 休去児 間王、捏死休、 6.沮 究 活(契 棺 材 、短 命 、 下地 獄 、

硬炬弥的狗共) 挨千刀、不得好死 断子絶弥)

(文 孟 君1998P.51に よる引用)
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い
言
葉
で
)
侮
辱
す
る
、③
悪
口
を
言
う
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
《
漢
語
大
詞
典
》
で
は

"雪
"
に
つ
い
て

「①
以
悪
言
加
人
、②
斥
責
」

(①
悪
口
を
も

っ
て
人
を
責
め
る
、
②
叱
責
、
叱
る
)
と
解
釈
し
て
い
る
。

つ
ま
り
罵
倒
語
は
、
汚
い
言
葉
或
い
は
悪
意
を
込
め
た

言
葉
で
相
手
を
罵
り
又
は
侮
辱
し
て
、
相
手
が
恥
辱
を
感
じ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
罵
倒
語
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
相
手
を
侮
辱
す
る
も
の
と
は
限
ら
な

い
。

一
般
的
に
罵
倒
語
と
さ
れ
る
語
彙
を
用
い
て
、

相
手
に
対
す
る
愛
情
、
愛
嬌
、
親
密
感
を
表
す
こ
と
も
あ
る

(注
2
)。
例
え
ば
、

①

[費
母
]
雪
道

"
"徐
逮
小
蹄
子
、
和
他
悦
了
什
広
?
"
↓

紫
鵤

(第
五
七
回
)

([費
母
]
罵

っ
て
言

っ
た

"
こ
の
小
娘
、
彼
に
何
と
言

っ
た
?
)

②

頁
珪
口
内
笑
道

…
"小
蹄
子
、
称
迭
　
早
掌
出
来
"
↓

平
兀

(第
二

一
回
)

(買
漣
微
笑
み
な
が
ら
言

っ
た

"
小
娘
、
早
く
出
し
な
さ
い
)

文
脈
情
報
を
含
め
て
考
え
る
と
、
例
文
①
は
怒
り
、
敵
意
、
軽
蔑
な
ど
の
感
情
を
表
し
て
い
る
が
、
例
文
②

は
愛
情
、
愛
嬌
、

親
密
感
を
表
し
て
い
る
。
本
論
文
で
扱
う
罵
倒
語
は
例
文
②

の
よ
う
に
、
愛
情
、
愛
嬌
、
親
密
感
を
表
す
時
に
用
い
ら
れ
る
汚
い
、

粗
野
な
語
彙
も
罵
倒
語
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

三

罵
倒
語
の
類
型

本
論
文
で
の
罵
倒
語

の
類
型
は
野
崎

(
一
九
五
七
)、

考
に
し
て
行

い
、
二
段
階
に
し
て
類
型
す
る
。

塚

本

(
一
九

九

六

)

(
一
九

六

七

)
お

よ
び

文
孟

君

(
一
九

九

八

)
を
参
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第

一
段
階
の
分
類
方
法
は
、
語
彙

の
意
味
的
領
域
の
大
枠
に
応
じ
て
罵
倒
語
を
分
類
す
る
。
第
二
段
階
で
は
、
そ
れ
ら
の
罵
倒

語
が
持

つ
意
味
ま
た
は
含
意
に
基
づ
い
て
細
区
分
す
る
。
そ
し
て
細
区
分
し
た
項
目
に

『紅
楼
夢
』
に
現
れ
た
例
語
を
挙
げ
る
。

す
べ
て
の
例
語
に
つ
い
て
は
付
録
類
型
表
を
参
照
。

三
1

一

性
語
罵
倒
語

日
常
生
活
に
お
い
て
性
に
関
す
る
語
彙
は
常
に
タ
ブ
ー
と
さ
れ
、
そ
の
タ
ブ
ー
を
破

っ
て
性
器
や
性
行
為
な
ど
の
語
彙
を
そ
の

ま
ま
相
手
に
向
か

っ
て
罵
る
こ
と
で
、
相
手
に
非
常
に
強
い
侮
辱
感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
ー

一
1

一

性
器
罵
倒
語

性
器
官
の
名
称
ま
た
は
性
器
官
関
連
の
名
称
を
持

っ
て
罵
る
罵
倒
語
。
例
語

"
瞭
子
、
尿

三
1
』
1

一
一

性
交
罵
倒
語

性
行
為
の
語
彙
を
持

っ
て
罵
る
罵
倒
語
。
例
語

"
躁
弥
娘
的
、
称
娘
的

三
1

一-

三

性
倫
理
破
壊
者
視
す
る
罵
倒
語

相
手
ま
た
は
そ
の
親
族
が
性
倫
理
に
反
す
る
行
為
を
し
た
と
決
め
付
け
る
罵
倒
語
。
例
語

"
娼
始
、
芥
汲
老
婆
、
小
粉
美
、
爬
茨

三
-
土

疑
義
罵
倒
語

罵
倒
語
を
使
う
者
は
し
ば
し
ば
相
手
を

「財
し
た
、
蔑
ん
だ
」
言
い
方
で
罵

っ
た
り
、
故
意
に
相
手
を

「動
物
、
鬼
神
、
物
品
」
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に
喩
え
た
り
、
ま
た
相
手

の
「
長
幼
、身
分
」
を
既
称
し
た
言

い
方
や
そ
の
呼
称
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
罵
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

中
国
に
お
け
る
伝
統
的
な
万
物
に
対
す
る
順
位
付
け
、
身
分
差
別
と
厳
格
な
長
幼
尊
卑
な
ど
の
観
念
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
た
罵

倒
語
で
あ
る
。

三
ー

ニ
ー

一

人
間
視
し
な
い
罵
倒
語

(
一
)
動
物
視
す
る
罵
倒
語

こ
の
種
の
罵
倒
語
は
伝
統
的
な
万
物
に
対
す
る
順
位
付
け
の
観
念
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
人
を
最
も
高

い
階
級
と
し
、

蛮
夷
、
禽
善
、
草
木
、
土
石
と
順
位
付
け
て
い
る
。
相
手
を
そ
の
下
の
階
級
で
あ
る
動
物
に
見
下
す
と

い
う
こ
と
は
、
相
手
に
大

き
な
侮
辱
感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
語

"
畜
牲
、
禽
善
、
猴
美
、
王
八
薫
子

(二
)
鬼
神
妖
怪
視
す
る
罵
倒
語

中
国
の
伝
統
的
観
念
で
は
人
が
亡
く
な

っ
た
あ
と
鬼
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、人
を
鬼
に
た
と
え
て
罵

っ
た
場
合
は
相
手
を
「死
ね
」

と
罵
る
の
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
万
建
中

(
二
〇
〇

一
)
は

《墨
子

・
経
上
》
の
言
葉

"生
、
形
与
知
妊
也
"
(生
命
は
肉
体
と
霊

魂
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
)
を
引
用
し
て

「人
が
死
ん
だ
後
は
す
べ
て
が
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
肉
体
と
霊

魂
が
離
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
肉
体
が
朽
ち
て
も
、
霊
魂

(鬼
と
な

っ
て
)
は
存
在
し
続
け
る
。
」
と
を
述
べ
て
い
る
。
妖
怪
は
人
類

の
想
像

の
産
物
で
、
中
国
で
は
そ
の
多
く
は
邪
悪
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
例
語

"
死
鬼
、
老
妖
精
、
狐
狸
精

(三
)
物
品
視
す
る
罵
倒
語

人
は
生
命

こ
そ
人
類
文
明

の
根
源
で
あ
る
と
考
え
、
生
命
を
尊
重
し
、
生
命
の
な
い
物
品
を
卑
し
い
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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罵
り
を
す
る
者
は
し
ば
し
ば
生
命
の
あ
る

「人
」
を
生
命

の
な
い

「物
品
」
に
喩
え
て
、
相
手
を
侮
辱
し
、
罵
る
。
例
語

"
奈
西
、

老
貨
、
莞
什
子

三
-

ニ
ー

一
一

卑
賎
邪
悪
な
者
視
す
る
罵
倒
語

(
一
)
下
級
身
分
視
す
る
罵
倒
語

職
種

の
差
異
や
経
済
力
の
差
が
、
人
類
に
各
種
の
職
業
や
身
分
に
対
し
て
の
差
別
を
も
た
ら
し
た
。
差
別
を
も
た
ら
す
よ
う
な

職
業
に
携
わ
る
者
や
社
会
的
地
位
が
低

い
者
は
し
ば
し
ば
差
別
視
さ
れ
、
そ
の
職
種
や
身
分
の
名
称
を
罵
倒
語
と
し
て
使
用
す
る

よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

漢
代
・楊
雄

(紀
元
前
五
三
～
西
暦

一
八
年
)
の
『方
言
』
に
は
"優
、
醸
、
衣
夫
之
丑
称
也
。
南
楚
凡
鷺
側
滑
之
田
催
。
"
(注
3
)
(倥
、

醸
、
は
農
夫

の
既
称
で
あ
る
。
南
楚
で
は
召
使

い
を
罵
る
時
は
「
田
優
」
と
呼
ぶ
。
)
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
古
代
か
ら
、

身
分
の
低

い
者
を
差
別
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
語

"
核
死
的
奴
オ
、
臭
小
厩
、
横
強
盗

(二
)
血
縁
に
対
す
る
罵
倒
語

中
国
で
は
多
く
の
宗
族
が
繁
栄

の
過
程
を
通
じ
て
優
越
感
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
血
縁

の
正
統
性
を
最
も
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。
優
秀
な
血
縁
を
持

つ
者
や
宗
族

の
子
孫

の
地
位
を
高
く
み
な
し
、
そ
の
逆

の
卑
し
い
者
や
愚
者
無
知
な
者
に
対
し
て
は
強
い

軽
蔑
視
を
示
し
た
。

『方
言
』
"減
、
雨
、
侮
、
荻
、
奴
碑
賎
称
也
。"

(減
、
雨
、
侮
、
荻
、
は
僕
の
既
称
で
あ
る
。
)
の
と
こ
ろ
で

"威
、
荻
"
を
説

明
す
る
例
文

に
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
『漢
書
司
馬
遷
伝
』
"「
且
夫
威
荻
蝉
妾
玩
能
引
決
」
、
弔
昭
日

一
「
莞
人
以
蝉
力
妻
、



生

子

日
荻

。

奴

以
善

人

力
妻

、
生

子

日
減
。
」
"

(注
4
)
つ
ま
り

「莞

の
人
は

下
女

を
妻

に
し

た
時

、
生

ま

れ

て
き

た
子

は

"
荻

"

と

呼

ぶ
。
奴

僕

が
平

民

を
妻

に

し
た
時

、
生

ま

れ

て
き

た
子

は

"
減

"

と
呼

ぶ
。
」
両

親

の
片
方

が
卑

し

い
身

分

で
あ

っ
た
時
、

そ

の

子

も
卑

し

い
身

分

に
属

し

て

い
た

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

こ
の

こ
と

か
ら
も

中

国

で

の
血
縁

に
対

す

る
意
識

の
高

さ
が
見

て
取

れ

る
。

例
語

"
奈
秤

、
嗜
禽

的

、

下
流
囚

撰

的
、
娼

如
蹄

子

「紅楼夢jに おける罵倒語の類型と意味

(三
)
人
の
発
話
に
対
す
る
罵
倒
語

相
手

の
言

っ
た
言
葉
を
財
す
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
人
の
社
会
生
活
に
お
け
る
信
用
性
を
な
く
し
、

も
な
る
の
で
あ
る
。
例
語

一
胡
悦
、
胡
侵
、
混
悦

相
手
を
否
定
す
る
こ
と
に

(四
)
愚
者
視
す
る
罵
倒
語

こ
の
種

の
罵
倒
語
は
相
手

の
行
為
が
愚
か
者
や
無
知
者
の
行
為
と
同
じ
で
あ
る
と
、
偏
見
の
意
を
込
め
た
罵
倒
語
で
あ
る
。
例

語

"
混
帳
、
姦
物
、
糊
除
、
呆
子

(五
)
後
輩
に
対
す
る
罵
倒
語

目
下
の
者
に
対
し
て

「
元
凶
の
子
供
」
と
決
め
付
け
る
罵
倒
語
、
そ
れ
と
ま
だ
成
人
し
て
い
な
い
児
童
に
対
し
て
の
偏
見

の
意

を
込
め
た
罵
倒
語
で
あ
る
。
例
語

"
肇
根
禍
胎
、
元
知
的
並
障
、
下
作
黄
子

101
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(六
)
外
見
置
き
換
え
罵
倒
語

こ
の
種

の
罵
倒
語
は
、
相
手
が
し
た
行
為
な
ど
を
相
手

の
顔
、
或
い
は
身
体
状
況
な
ど
に
置
き
換
え
て
偏
見
の
意
を
込
め
た
語

彙
で
罵
る
も
の
で
あ
る
。
例
語

"
没
股
面
的
、
没
股
的
、
蹄
子
、
黒
炭
美

(七
)
人
の
性
質
に
対
す
る
罵
倒
語

相
手
が
行

っ
た
行
為
を
相
手
の
能
力
や
性
格
な
ど
に
置
き
換
え

て
、
偏
見
し
た
意
を
込
め
た
語
彙
で
罵
る
罵
倒
語
で
あ
る
。
例

語

"
瀬
賊
、
下
流
、
没
良
心
、
不
長
遊

三
ー

ニ
ー

三

相
手
の
属
性
に
対
す
る
罵
倒
語

こ
の

「相
手
の
属
性
に
対
す
る
罵
倒
語
」
は

「
三
-
ニ
ー

二

(
一
)
下
級
身
分
視
す
る
罵
倒
語
」
と
似
て
い
る
点
が
あ
る
。
し

か
し
こ
の
種

の
罵
倒
語
は
卑
し
い
身
分
の
者
で
な
い
の
に
、
い
か
に
も
卑
し
い
身
分
の
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
罵
る
の
で
は
な
く
、

相
手

の
身
分
な
ど
を
疑
称
せ
ず
に
罵
る
罵
倒
語
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
相
手
が
属
し
て
い
る
職
業
や
身
分
の
呼
称
を
そ
の
ま
ま
用
い

て
罵
る
罵
倒
語
で
あ
る
。

例
え
ば
あ
る
人
に
対
し
て

"奴
才
"
(召
使

い
)
と
罵

っ
た
と
す
る
。
そ
の
人
は
召
使
い
で
は
な
く
、
た
だ
行

っ
た
行
為
が

「奴

隷
根
性
丸
出
し
の
人
」

の
よ
う
だ
、
と
い
う
よ
う
に
相
手
の
身
分
を
既
称
し
て
罵

っ
た
場
合
は

「下
級
身
分
視
す
る
罵
倒
語
」
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
人
が
本
当
に
召
使

い
の
場
合
、
こ
の

"奴
才
"
は
相
手
の
身
分
を
そ
の
ま
ま
罵
倒
語
と
し
て
表
現
し
た

「相

手

の
属
性
に
対
す
る
罵
倒
語
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
語
彙
で
も

「
下
級
身
分
視
す
る
罵
倒
語
」
に
な
る
可
能
性
も
あ
れ
ば
、

「相
手

の
属
性
に
対
す
る
罵
倒
語
」
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
例
語

"
禿
歪
刺
、
毛
賊
、
奴
オ
秤
子



三
-

ニ
ー

四

生
理
排
泄
罵
倒
語

排
泄
物

の
名
称
を
持

っ
て
罵
る
罵
倒
語
で
あ
る
。
上
記
の

「
三
-

ニ
ー

二

(三
)
人
の
発
話
に
対
す
る
罵
倒
語
」
と
共
通
す
る

部
分
が
あ
り
、
共
に
相
手
が
話
し
た
言
葉
を
既
し
て
い
る
。
例
語

"
放
屍
、
放
休
娼
的
屍

三
ー

二
ー

五

長
幼
呼
称
罵
倒
語

中
国
文
化
に
お
い
て
上
下
の
身
分
関
係
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
自
分
を
相
手
よ
り
上
の
世
代
に
喩
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
相

手
よ
り
も
社
会
的
地
位
が
高
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
そ
の
逆
の
場
合
は
相
手
を
自
分
よ
り
も
、
社
会
的
地
位

の
低

い
も
の
と
し

て
既
し
て
い
る
。
例
語

"
大
苓
、
小
子
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三
-

三

呪
誼
罵
倒
語

中
国
で
は
呪
誼
語
の
内
容
は
豊
富
に
あ
り
、
い
ろ
ん
な
方
面
で
使
わ
れ
て
い
る
。
強

い
て
言
え
ば
、
人
々
が
望
ん
で
い
な

い
出

来
事

や
事
物
な
ど
を
持

っ
て
相
手
を
罵

っ
た
場
合
、
そ
れ
は
全
部
呪
誼
罵
倒
語
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
入
々
が
望
ん
で
い
な

い

出
来
事
や
事
物
を
避
け
れ
ば
避
け
る
ほ
ど
、
そ
れ
ら
の
も
の
を
表
す
言
葉
は
呪
誼
罵
倒
語
と
し
て
の
役
割
が
高
く
な
り
、
ま
た
罵

り
を
す
る
者

の
憎
し
み
や
恨
み
な
ど
の
強
さ
を
容
易
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
-

三
1

一

死
を
呪
う
罵
倒
語

人
々
は
文
化
が
成
り
立

っ
て
い
く
中
で
死
を
避
け
る
た
め
に
、
様

々
な

タ
ブ

ー
を

設

け
、

一
種

の
安
心

感

を
求

め

た
。

タ
ブ

ー



と
す

る

こ
と

で
、
そ

れ
ら

の
不
吉

な
物
事

か
ら

逃

れ

る
と

考
え

て

い
た
。

例
え

ば
、
中
国

で
は

"
死
"
を

"
去

世

"
"
百
年

后
"
"
走

了
ψ

な

ど

に
言

い
直

さ
れ

る
。
居

閲
時

、
盟

明
安

(
二
〇

〇

一
)
に
よ

る
と
、
直

接

的

な
語

彙

を
別

の
語
彙

に
言

い
直

す

こ
と
を

"
模

糊
化

"

(あ

い
ま

い
化

)

と
し

て
説

明
し

て

い
る
。

こ

の
あ

い
ま

い
化

は
相
手

に

「
死

」

と

い
う

イ

メ
ー
ジ
を
直

接

に
与
え

ず

、
会

話

の
内

容

を

ま
ず

頭

で
整

理

し

て
か
ら
、

そ

の
語
彙

が
指

し

て

い
る
本

当

の
意

味

が
分

か

る
。

こ

の
こ
と

か
ら

以

下

の
直

接

「
死

」
と

い

う

イ

メ
ー
ジ
を

感

じ

さ

せ

る
よ
う

な

言
葉

は

、
人

々
に
と

っ
て
耐
え

難

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
分

か

る
。

例
語

"
核

死
、

短
命

鬼

几

、
小

挨

刀
的

三

-

三

ー

二

子
孫
断

絶

を
呪
う

罵

倒
語

当

時

の
人

々

に
と

っ
て
は
跡
継

ぎ

が

い
な

い
と

い
う

の
は

、
役

立

た
ず

者

で
、

能
無

し

の
人

で
あ

る
と

見

な

さ

れ

て

い
た
。

こ

の
観

念

か
ら

子
孫

繁

栄

に
不
利

な
語

彙
を

避

け
、
タ
ブ

ー
と
す

る

よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

例
語

"
子

死
絶

了
、
焦
了

尾

巴
梢

子

三
-

四

駆
逐
罵
倒
語

駆
逐
罵
倒
語
は
相
手
を
追

い
払
う
、
追

い
出
す
意
味
を
含
ん
だ
罵
倒
語
で
あ
る
。
相
手
が
自
分
の
前
に
い
る
と
怒
り
が
込
み
あ

が

っ
て
来
る
た
め
、

一
刻
も
速
く
相
手
を
自
分

の
前
か
ら
遠
ざ
け
る
時
に
使
わ
れ
る
。
例
語

一
叉
出
去
、
快
漆
、
快
漆
出
去



四

罵
倒
語
の
意
味
分
析

こ
の
章
で
は
中
国
の
民
俗
文
化
や
倫
理
観
な
ど
の
側
面
か
ら
、
『紅
楼
夢
』
に
出
て
き
た
罵
倒
語
語
彙

の
使
わ
れ
方
と
意
味
に

つ
い
て
分
析
を
し
た
い
と
思
う
。
用
例
の
選
択
基
準
は
、
そ
の
語
彙
の
中
で
最
も
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
例
え
ば

"没
見
世
面
的
小
蹄
子
"

(世
間
知
ら
ず
の
小
娘
)
が
あ
る
。
"
蹄
子
"

の
前

の
部
分
は

"蹄
子
"
を
形
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
場
合
は
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は

"蹄
子
"
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
語
彙
を
ま
と
め
て

"蹄
子
"
だ
け
の
意
味
分
析
を
行
う
。

ま
た
罵
倒
語
の
意
味
が
字
義
的
し
か
な

い
も
の
、
意
味
が
単
純
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
意
味
分
析
を
省
略
す
る
。

r紅楼夢』における罵倒語の類型と意味XO5

四
1

一

性
語
罵
倒
語

四
ー

[
1

一

性
器
罵
倒
語

"戻
"
は
女
性
の
性
器
で
あ
る
。
し
か
し

『紅
楼
夢
』

の
中
で
は
男
性
に
対
し
て
罵
る
用
例
が
あ
る
。
例
語
の

"戻
毛
"
は
こ
の

場
合
、
相
手

(男
性
)
の
髪
の
毛
を
女
性

の
陰
毛
に
喩
え
て
罵

っ
て
い
る
。
ま
た
例
語
の

"屍
"
は

"毯
租
"
と
同
じ
よ
う
な
形

で
男
性
に
対
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

③

〔茗
姻
〕
向
道

"
"我
佃
禽
屍
股
不
禽
屍
股
、
管
休
机
租
相
干
"
↓

金
茱

(第
九
回

頁

一
三
七
)

(俺
た
ち
が
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
、
て
め
え
に
は
関
係
な
い
だ
ろ
)

④

〔飽
二
の
妻
〕
野
道

一
"叫
不
叫
、
与
称
尻
相
干
"
↓

鞄
二

(第
六
十
五
回

頁
九
〇
六
)
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(呼

ぶ
か
呼

ば
な

い
か
は
、

お
前

に
関
係

が
あ

る

の
か

?
)

上

例

の
よ
う

に
男
性

に
対

し

て

"
炭
"
を
使

っ
て
罵

っ
て

い
る
。

ま

た
陳
克

(
一
九
九

三
)
は
男
性

性

器

の
名

称

に

つ
い
て

"瞭

子

、
鴻

巴
、
炭

、
躁

根
、
腔

美

ψ
と

"
灰

"
を

挙
げ

て

い
る
。

し

か
し
ど

の
辞
書

を
見

て
も

"
炭
"

を
女
性

性

器

と
解

釈

し

て

い
る
。

こ
の
事

か
ら

.
展

"
は
男
性

性

器

で
あ

る
と

い
う

の
は
無

理
が
あ

る
と
思

わ
れ

る
。

『紅

楼

夢
』
の
中

で
は
男

性

に
対

し

て
三
回

"
戻

"

が
使

わ

れ

て

い
て
、

以

下

の
も

の
が

そ

の
例
文

で
あ

る
。

⑤

〔柳

氏
〕
笑
道

"
"
別

村
我

把
休

共

上
的
椙

子

蓋
似

的

几
根

炭

毛
得

下
来

!
。
"
↓

小

噺

(第

六
十

一
回

頁

八

三

一
)

(オ

マ
ル
の
蓋

み

た

い
な
形
を

し

て

い
る
髪

の
毛
を

抜
き

取

っ
て
や
る

よ

1
)

こ

れ
は

柳

氏

が

使

用

人

に

対
し

て
使

っ
た
も

の
で
あ

る
。

こ

の
使

用

人

の
性

格

は
小

説

の
前

後

の
内

容

か

ら

「
物

を

ね
だ

る
、

子
駄

々
子
を

す

る
、

嫌

が

ら

せ
を

す

る
」
と

男
性

が
普

段

し

な

い
よ
う

な

こ
と
を

し

て
、
柳

氏

の
機

嫌

を
損

ね

罵

ら

れ
た

も

の
で

あ

る
。

⑥

〔
飽

二

の
妻

〕
霧

道

"

"
叫

不
叫

、
与

祢
屍

相

干

…
。
"
↓

鞄

二

(男
性

)

(第

六
十

五
回

頁

九

〇
六
)

(呼

ぶ
か
呼

ば

な

い
か
は
、

お
前

に
関
係

が

あ

る

の
?
)

こ
れ

は
飽

二
が
酒

を
飲

ん
で

い
た
と

こ

ろ
、

女
中

が
来

て
酒

を
飲

み
た

い
と
言

い
、

こ
れ

に
対

し

て
、

飽

二
は

「
自

分

の
妻

の

傍

で
仕

え

て

い
な

い
と

、

ま

た
文
句

を

言

わ

れ

る
ぞ
」

と
嫌

味

た
ら

し
く

言

っ
た
。

こ
れ

に
対

し

て
彼

の
妻

が

"
展

"
を

使

っ
て

罵

っ
た

の
で
あ

る
。

⑦

〔趙

媛
娘

〕
指

質

杯
道

"

"
休
没

有

戻
本

事
、

我

也
替
弥

差

。
"
↓

買

環

(第

六
十

回

頁

八
二
〇
)

(こ

の
根
性

な
し
、

私
も

恥
ず

か
し

い
よ
)
。
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こ
れ
は
頁
環
が
女
性
達
に

「虐
め
ら
れ
、
遊
ば
れ
」
た
こ
と
に
対
し
て
、
趙
嫉
娘
が
頁
環
に
言

っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら

ク
展
"
を
男
性
に
対
し
て
使
用
し
て
い
る
時
は
、
相
手
の
男
性
が

「女
性
に
遊
ば
れ
る
、
虐
め
ら
れ
る
、
女
々

し
い
こ
と
を
言
う
、
駄
々
子
を
す
る
、
嫌
味
ら
し
い
事
を
言
う
」
と
い
う
よ
う
に
人

々
に
認
識
さ
れ
て
い
る
男
性
と
し
て
の
言
動
、

行
為
と
正
反
対
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
男
性
に
対
し
て

"戻
"
を
使

っ
た
例
は
こ
の
三
つ
し
か
な
い
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
男

性
ら
し
く
な
い
言
動
、
行
為
を
し
た
男
性

に
対
し
て
こ
の

"尿
"
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

四
-

一
ー

二

性
交
罵
倒
語

"躁
弥
娘
的
"
"祢
娘
的
"
な
ど
は

"躁
侭
娘
的
炭
"
を
省
略
し
た
形
で
、
意
味
は

「
お
前

の
お
袋
を
犯
し
て
や
る
ぞ
」
と
脅
迫

す
る
意
味
と
、
も
う

一
つ
「
俺
は
お
前

の
お
袋
を
犯
し
て
、
そ
し
て
お
前
が
生
ま
れ
た
の
だ
」
と
相
手
を
自
分
の
息
子
で
あ
る
と
罵
り
、

侮
辱
す
る
意
味
が
あ
る
。
コ

は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た

"他
娼
的
"
の
元
来
の
意
味
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

四
-

一
-

三

性
倫
理
破
壊
者
視
す
る
罵
倒
語

劉
達
臨

(
一
九
九
九
)
に
よ
る
と
、
古
来
中
国
で
の
考
え
で
は
、
婚
姻

で
の
異
性
性
行
為
が
最
も
正
当
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
婚
姻

の
機
能
に
は
、
ま
ず
子
孫
を
残
す
こ
と
、
次

に
家
族
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
性
行
為
は
全
部
道
徳
に

反
し
、
許
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
性
的
快
楽
、
同
性
愛
、
避
妊
、
離
婚
、
配
偶
者
以
外
と
の
性
行
為
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
中
国
に
は
、
性
道
徳
に
対
す
る
戒
め
の
言
葉
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
.存
天
理
、
灰
人
欲
"
(天
理
を
残
し
、

人
の
欲
を
な
く
す
)
"
万
悪
淫
力
首
"
(す
べ
て
の
罪
は
淫
が
最
大
で
あ
る
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
"
俄
死
事
小
、失
市
事
大
〃

(餓
死
は
小
さ
い
事
、
節
を
な
く
す
こ
と
が
大
き
い
事
で
あ
る
)
と
い
う
言
葉
は
、
当
時
の
貞
節
や
貞
操
に
対
す
る
考
え
を
は

っ
き

り
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
古
く
か
ら
中
国
に
存
在
し
、
い
ま
だ
に
影
響
力
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
"娼
如
、
淫
始
、



ios

葬
汲
老
婆
"
な
ど
が
こ
れ
に
値
す
る
。

"爬
灰
"
は

「
舅
と
嫁
が
姦
通
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る

(注
5
)。
『紅
楼
夢
』
の
中
の
性
倫
理
破
壊
者
視
す
る
罵
倒
語

の

中
で
唯

一
こ
の

"爬
灰
"
だ
け
が
男
性
に
対
し
て
罵
る
こ
と
が
で
き
、
他
の
語
彙
は
す
べ
て
女
性
に
対
し
て
し
か
使
え
な

い
。

四
-

二

疑
義
罵
倒
語

四
ー

ニ
ー

一

人

間
視

し

な

い
罵
倒

語

(
一
)
動

物

視

す

る
罵
倒

語

万
建

中

(
二
〇

〇

一
)

の
中

で
こ

の
よ
う

な
例
文

が
あ

る
。
《
礼

・
郊
特

牲

》

云

"

"
男

女
有

別

…
元
別

元
文

、
禽

善

之
道

也
。
"

(男

女

に
区

別

が
あ

り

:
・区
別

、
義

が
な

い
と

い
う

こ
と

は
、
即

ち
禽

獣

で
あ

る
。
)

《
礼

記

・
曲
礼

》

"

"
是

故

釜
人

作
、

力
礼

以

教

人

、
使

人
以

有

礼

、
知

自

別
干
禽

善

。
"

(聖

人

の
行

い
と
は
、

礼
を

も

て
人

を
教

え

、
人

に
礼

を
も

た
せ
、
自

ら
禽

獣

と

の
違

い
を

知

る

の
で
あ

る
)

こ
れ
ら

の
例

文

を

み

る
と

、
行

い
、
義

、

礼

な
ど

が

な

い
と

い
う

こ
と

は
即

ち
禽

獣

の
行

為

と

さ

れ
、

人

間

と

し

て
の
行
為

に
反
す

る

こ
と

が
分

か

る
。

"
畜

生
"

"
禽

曽

"
な

ど
が

こ
れ

に
値

す

る
。

"
猴

"

は
よ
く

「
ず

る
賢

い
奴
」

と

い
う

意

味

で
使

わ

れ

る
。

華
梅

(
二
〇
〇

一
)

で

"
猴

"

を
説
明

す

る
と

こ

ろ
で
挙

げ
ら

れ

た

《
本

草

網
目

》

の
例
文

に
よ
れ
ば
、
"
形
似

胡

人

、
故

日
胡
弥

。
"

(形

は

胡
人

に
似

て

い
る
、
故

に
胡
孫

と
呼

ぶ
)
と
あ

る
。

「
胡

人

」

は
北

方

民
族

の
こ
と

を
指

し
、

わ

け

の
分

か
ら

ぬ
言

葉

を
む

や
み

に
話

し

た
り

、

で
た
ら

め
な

こ
と

を

し
た

り
す

る
と

い
う

イ

メ
ー

ジ

が
あ

る
。

こ

の
こ
と

か
ら

も

、
両

者

の
間

に
は
共

通
す

る
部

分

が
あ

る
と

推

測

さ

れ

る
。

「
胡
人

」

に

つ
い
て
は

下
記
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四
ー

ニ
ー

二
の

「
人

の
発

話

に
対
す

る
罵

倒
語

」
を
参

照
。

"
忘

八
"

"
王

八

"

は

「
亀

、

ス

ッ
ポ

ン
」

と

い
う
意

味

で
、
妻

が
外

で
浮

気

を
し

て

い
る

の
に
気

づ

か

な

い
大

バ

カ
野
郎

で
あ

る
と
相

手

を

罵

っ
て

い
る
。

一
説

に
よ
れ

ば
唐

代
、

官

有

の
妓

女

を
管

理

し

て

い
た
役

人

は
頭

に
緑

色

の
頭

巾

を

し

て

い
た
、
亀

の
頭
も

緑

の
こ
と

か

ら
民

間

で
は
彼

ら
を

「
亀

」

と
呼

ぶ

よ
う

に
な

っ
た
。

そ

の
妓
女

の
ほ
と

ん
ど

が
彼

ら

の
妻

で
も

あ

っ
た

こ

と

か
ら

、

の
ち

に
自

分

の
妻

を

売

春

さ
せ
、

美

人
局

を

す

る
よ
う

な
男

の
人

の
こ
と

を

"
王

八
"

と
呼

ぶ
よ
う

に
な

っ
た
と

さ

れ

て

い
る
。

も
う

一
説

で
は
、

古

代

人

の
考

え

で
は
、

亀

の
雄

と
雌

で
は
交

尾

す

る

こ
と

が

で
き
ず

、
亀

の
雌

は
蛇

と
交

尾

し

て
子

を
産

む

と

さ

れ
、

雄

は

そ
れ

止

め

る

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の

こ
と

か

ら
他

の
男

性

と
関

係
を

持

つ
、

女
性

の
夫

の
こ
と

を

亀

と
呼

ぶ
よ
う

に
な

っ
た
と

も

言

わ
れ

て

い
る

(注
6
)。

ま

た

"
忘

八
"

は

「
仁

・
義

・
礼

・
智

・
忠

・
信

・
孝

・
悌

と

い
う

八

つ
の
徳

目
を

忘

れ

た
奴

」
と

い
う

意

味

も
あ

る
。

"
癩

蛤

填
想

天
鶏

肉

吃
"

は

「
自

分

の
身

分

に
不
相

応
な

願

い
を

抱

い
て

い
る
」

と

い
う

意

味

で
あ

る
。

よ
く

醜

い
男

性

が
美

し

い
女

性

に
恋

を
抱

い
て

い
る

こ
と

を

既

す

の
に
使

わ

れ
、

「
身

の
程
知

ら
ず

」
と

罵

っ
て

い
る
。

"
免

子
"

は

「
ウ
サ
ギ

」
と

い
う

意

味

で
、

罵

倒

語

の
意
味

で
は

「
陰

間
」

「
男
娼

」
な

ど

の
意

味

で
使

わ

れ
、
男
色

を
売

る
人
を
指

し

て

い
る
。

ウ
サ
ギ

は
鳥

な

ど

と
同

じ
く

八
籔

(
目
、
鼻

、

耳

、
各

二

つ
、

口
、

一
つ
の
他

に
、
陰

部

の
穴

を

一
つ
と

す

る
)

あ

り
と

さ

れ
、

鳥

同
様

生

殖

口
と

排

泄

ロ
が

同

一
と

み
な
さ

れ

て

い
た

(注
7
)。
こ

の
こ
と

か
ら
女

性

の
生
殖

口
を

持

た
な

い
、
男
性

に
男

色
を

売

る
男
性

の
こ
と
を

"
免

子

"

と
呼

ぶ
よ
う

に
な

っ
た

と
推

測

さ
れ

る
。
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(
二
)
鬼

神

妖

怪
視

す

る
罵
倒

語

古

代

で
は
、

人

間

の
生
命

は

「
体

」

と

「
霊
魂

」

に
よ

っ
て
形

成

さ

れ

た
も

の
で
あ

る
と

考

え

ら

れ
。

人

が
亡

く

な

っ
た
時

、

体

と

霊
魂

が
離

れ
、

体

が
朽

ち

て
も

霊
魂

は

「鬼

」

と
な

っ
て
生

き

続

け

る

こ
と

が

で
き

る
と

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
霊

魂

と

い
う

概

念

に
対

し

て
次
第

に
神

秘
的

な
力

を
意

味

づ
け

す

る
よ
う

に
な

り
、
人

々
の
前

に
現

れ
る

「
生

、
老

い
、
病

、
死

」

或

い
は

「
吉

、

災

い
」
な

ど

に
結

び

つ
き
、
人

々
に
恐
怖

を

も

た
ら
し

た
。

そ
し

て
自

分

た
ち

の
行

為

が
霊
魂

の
怒

り

に
触

れ
な

い
よ
う

に
制

限

し
、

行

い
に
節

操

が
な

い
時

に
霊
魂

の
報

復

や
戒

め
を

恐

れ

て

い
た

の

で
あ

る
。

ま

た

"
鬼

"

に
は

「
ず

る
賢

い
人

」

と

い
う

意

味

も

あ
り

、

"
小
鬼

美

"

が

そ
う

で
あ

る
。

斉

如

山

(
一
九

九
九

)
は

"
鬼

"

に

つ
い
て

「ず

る
賢

い
。

意
味

は
聡
明

と

い
う

意

味

で
あ

る
が

、

よ

い
意
味

で
は
な

い
。
」
と

説
明

し

て

い
る
。

"
狐

狸
精

"

は

「
狐

の
お
化

け
」
と

い
う

意
味

で
、
中
国

で
は
狐

の
お
化

け
は

よ
く
美

し

い
女
性

に
化

け

て
、
男
性

を

た

ぶ
ら

か

す
も

の
と

さ

れ

て

い
る
。
男

性
を

「
た

ぶ
ら

か
す
女

性

」
ま

た

は

「
ふ
し
だ

ら
な
女

性

」

に
対

し

て
使

わ

れ
る
。

(三
)
物

品
視

す

る
罵

倒
語

"
奈

西

"
ま

た

は

"
老
貨

"

の

"
貨

"

は

「
物
品

」
と

い
う
意

味

で
、
相

手
を

「
人
間

で
は

な

い
」

と
見

下
し

て

い
る
。

"
老
貨

"

は

「
老

」

が
付

い
て

い
る
こ
と

か
ら
、

こ
れ

は
主

に
年

老

い
た
人

に
対

し

て
使

わ
れ

る
。

「
老

い
ぼ

れ
」

と

い
う

意
味

で
あ

る
。

斉

如

山

(
一
九
九

九

)
は

"
京
西

"

に

つ
い
て

「
人

を

罵

る
と

き

に
用

い
る
。
…
相

手

が
物

に
も
及

ば

な

い
こ
と
を

意

味

す

る
。
」
と

説
明

し

て

い
る
。

"
阿

物
几

"
は

"
奈
西

"
と

同
じ

で
あ

り

、
「
こ

い

つ
」
と

い
う

意

味
も

あ

る
。
主

に
人

に
対

し

て

の
軽

視

の
意
を

表

す
時

に
使

わ

れ
る
。



斉
如
山

(
一
九
九
九
)
は

"
阿
物
"
に
つ
い
て

「
"阿
物
几
"
の
汚
い
言
葉
、
即
ち

"奈
西
"
で
あ
る
。
普
段

"什
ム
京
西
"
を
言

う
時
、
よ
く

"什
ム
阿
物
几
"
と

い
う
。
女
性
が
よ
く
使
う
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
"労
什
子
"
"労
什
骨
子
"
は

物
品
、
物
事
、

生
物

(人
間
以
外

の
も

の
)
に
対
し
て
の
軽
視
、
嫌
悪
感
を
示
す
時
に
使
わ
れ
る
。

四
-

ニ
ー

二

人
間
視
し
な
い
罵
倒
語

卑
賎
邪
悪
な
者
視
す
る
罵
倒
語

(
一
)
下
級
身
分
視
す
る
罵
倒
語

罵
倒
語
の
意
味
が
字
義
的
な
意
味
し
か
な

い
た
め
、
意
味
分
析
を
省
略
す
る
。

111r紅 楼夢』における罵倒語の類型と意味

(
二
)

血
縁

に
対
す

る
罵

倒
語

血
縁

は
氏
族

の

「
力

」
を

集
結

す

る
力

が

あ
り
、
よ
り

優

れ
た
血
縁

を
持

つ
氏

族

同
士

が
結

び

つ
く

こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の

「力

」

は

ま

す

ま

す

巨

大

に
な

り
頑

丈

な

も

の
と

な

っ
て

い
く
。

こ

の
こ
と

か

ら
次

第

に
中

国

で
は
血

縁

と

い
う

概
念

に
敏

感

に
な

り
、

重
要

視

す

る

よ
う

に
な

っ
た
。

こ

の
よ
う

な

意
識

の
中

で
相
手

の
血
縁

を
既

す
と

い
う

こ
と

は
、
相

手

に
自

分

は

こ

の
世

の
無

用

な
も

の
で
あ

る
と

い
う

イ

メ
ー
ジ
を

も

た

ら
す

こ
と

が

で
き

る
。

"
奈

秤

"

は

「
雑
種

」

で
あ

り
、

相

手

を

雑
種

で
あ

る
と
罵

っ
て

い
る
。

斉

如

山

(
一
九
九

九

)

は

"
染

秤

"

に

つ
い
て

コ

、

相

手

の
系

統

が
よ
く

な

い
と

い
う
意

味

で
相
手

の
祖

先
を

罵

っ
て

い
る
。

二
、

相
手

を

悪
事

の
元
凶

で
あ

る
と
罵

っ
て

い
る
。
」

と

説

明

し

て

い
る
。

"
…
禽

的

"

の

"禽

"
、
"
…
撰

的

"

の

"
撰

"

は
性
行

為

を
表

す
動

詞

で
あ

り
、
「
こ

の
…
に
よ

っ
て
犯

さ

れ

て
生

ま

れ

て
き

た
奴

」
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と

い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
罵
倒
語
は
相
手

の
血
縁
を
純
粋
で
は
な
い
と
罵
り
、
相
手
を
侮
辱
す
る
と
同
時
に
、
相
手

の
母

親
を
も
侮
辱
し
て
い
る
。
血
縁
を
重
ん
じ
る
封
建
社
会

で
は
、
大
き
な
侮
辱
を
与
え
る
表
現

に
な
る
。
"小
始
芥
的
ψ
の

"小
始
"

は

「娼
婦
、
売
女
」
な
ど
の
意
味
で
、
"葬
的
"
は

「育
て
た
」
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、

つ
ま
り

「娼
婦
が
育
て
た
子
供
」
ま
た
は

「娼
婦
の
子
供
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
"
娼
始
蹄
子
"
は

"小
娼
葬
的
"
と
同
じ
意
味
で
、
こ
の
二
つ
は
共
に
間
接
的
に
相
手
の

母
親
が
ふ
し
だ
ら
な
女
で
、
性
倫
理
に
反
し
て
他

の
男
性
と
関
係
を
持
ち
、
そ
し
て
相
手
は
そ
の
性
倫
理
に
反
し
た
行
為
に
よ

つ

て
生
ま
れ
た
子
供
で
あ
る
と
罵

っ
て
い
る
。

"禽
"
"擾
"
"
小
妃
葬
的
"
"娼
始
蹄
.子
"
は

「性
語
罵
倒
語
」
に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
罵
倒
語
は
血
縁

を
侮
辱
す
る
意
味
合
い
が
強

い
た
め
、
血
縁
に
対
す
る
罵
倒
語
に
分
類
し
た
。

(三

)
人

の
発
話

に
対

す

る
罵

倒
語

"
胡
悦

"

"
胡

唄

"

は
相
手

が
言

っ
た
言

葉

を

「根

拠

が

な

い
」

「
道

理

が
な

い
」
と
罵

っ
て

い
る
。

上

記

の

"
胡
"

に

は

「
で
た
ら

め

に
、

か

っ
て
に
、
む

や
み

に
、

い
い
か
げ

ん

に
」

と

い
う

意

味

が
あ

る
。

山

口

(
一
九
九

九

)

に
よ

れ
ば
、

"
胡
"

と

い
う

字

を
使

っ
た
語
彙

は
宋

以
降

に
目

立

つ
よ
う

に
な
り

、

元
、

明
、
清

か
ら
現

代

に
至

る
ま

で
産

ま

れ
続

け

て

い
る
と
あ

る
。

ま

た

こ

の

"
胡
"

と

い
う

字

は

「古

代
、

旬

奴

な
ど

の
北
方

と
西

方

の
民
族

、

ま

た
は

北
方

と

西
方

、

国
外

か
ら
き

た
物

」
を

指

し

て

い
た
。

こ

の
こ
と

か
ら
山

口

(
一
九

九
九

)

で
は

"
胡

"

に

つ
い
て
、
《
五
灯

会

元
》
を

典
拠

と

す

る

"
胡

言

汲
悟

"

と

い
う

成

語

の

一
例
を

挙

げ

て
次

の
よ
う

に
説

明
し

て

い
る
。
"
胡
"

字

に
は

「
漢
」

に
対

す

る
北
方

異

民
族

の
意

味

と

「
で
た
ら

め
」

と

い
う

意
味

が
、
な

い
ま

ぜ

に
な

っ
て

い
る
。

わ
け

の
分

か
ら

ぬ
言
葉

を

む

や
み

に
話

し

た
り

、

で
た

ら

め
な

こ
と
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を

し

た
り

す

る
北
方

の
異

民

族
、

そ

れ

が
漢

民
族

に
と

っ
て
の

"
胡
"

で
あ

っ
た
。
北

方

か

ら
漢

民
族

を
脅

か
す

"
胡

"

が
存

在

し
続

け

て
き

た
歴

史

的

な
現

実

が
、

漢

民
族

の
そ
う

し

た

"
胡

"

に
対
す

る
意

識

を

生

み
出

し
、

ひ

い
て
は

「
胡

の

つ
く

語
」

の

増

殖

を
支

え

て
き

た

と
述

べ
て

い
る
。

"
混

悦

"
も

"
胡

悦

"
と

同

じ

で
あ

る
。

(四
)

愚
者

視

す

る
罵
倒

語

"
糊

除

"

は
相

手

が
物

事

を

知

ら

な

い
、
或

い
は
物
事

を

か
き

乱

す

こ
と
を

と

が

め

る
時

に
使

わ
れ

る
。

「
間

抜

け
」

「
愚

か
者

」

な

ど

の
意

味

に

な

る
。

山

口

(
一
九

九

九

)

に
よ
れ

ば

「
胡

が
付

く

語
彙

の
う

ち
、

胡

と

い
う

字

を

用

い
て
も

、

そ

の

「
h

u
」

と

い
言

う

音

を
借

り

て

い
る
だ
け

で
、
そ

の
字

義

に
は

さ
ほ
ど

関
係

し
な

い
も

の
で
あ

り

そ
う

で
あ

る
。

例
え

ば

"
胡

徐
、
胡
徐

蛋
、

胡

徐

虫

"

の

"
胡
"

は
別

の

"
糊

"

で
書

か
れ

る
場

合

も
あ

り
、
胡

の
字
義

に
は

関
係

な

い
と
も

考
え

ら

れ

る
。
」

と
述

べ
て

い
る
。

(五
)

後

輩

に
対

す

る
罵

倒
語

"
豊
障

"

の

"
並

"

(業

)

は
、
佛

教

で
は
現

世

の
行

い
を
指

し

て

い
る
。

民

間

で
は

"
並
"

は
現

世

の
良

く

な

い
行

い
を

指

し
、

現

世

の
悪

い
行

い
は
来

世

に
き

つ
と

報

い
が

あ

る
と

い
う
意

味

で
あ

る
。

"
肇

根
禍

胎

"
は

「
元
凶

の
子
供
」
と

い
う
意

味

で
あ

る
。

古

代

中

国

で
は

"
根

"

は
、
男
性

や
女

性

の
生
殖

器

(
"
男
根

"
"
女
根

"
)
を
指

し

て

い
た
。

ま

た

"
根

"

に
は
祖

先

、
根
源

と

い

う

意

味

が

あ

る

(注
8
)。

"
下
作

黄

子

"
は
相
手

の
言

動

、
行

為

な

ど
が

「
品

位

に
欠

け

る
」
と

罵

る
も

の
で
、
"
下
作

秤

子
"
と

同
じ

よ
う

に
使

わ

れ

る
。

《
辞

海

》
に
よ
れ

ば

"
黄

"
は

「
幼
児

を
指

す
。
随

代

で
は
三
歳

以

下

の
幼

児
を

黄
、
唐

代

で
は
新
生

児

を
黄

と
す

る
」
と
説

明

し

て

い
る
。
.
毛
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γ

美

"

は

「
小

娘

」
と

い
う

意
味

に
な

る
。

"
毛

"

に
は

「
小

さ

い
、
物

足

り
な

い
、
粗

雑
、

大
ざ

っ
ぱ
、

か
し

い
」

と

い
う

よ
う

な
相
手

を
蔑

む
意

味
が

あ

る
。

"
Y
美

"

は

「
少
女

」

と

い
う
意

味

で
あ

る
。

い

い
か
げ

ん
、

そ

そ

っ

(六
)
外

見

置
き

換
え

罵

倒
語

"
没
股

面

的

"

"
没

脆

的

"

は

「
顔

の
皮

が
厚

い
」

と

い
う

意
味

で
、

つ
ま

り

「
恥

じ
を
知

ら

な

い
奴
」

と
罵

っ
て

い
る
。

魯

迅

は
か

つ
て

《
悦

"
面

子
"
》

(
『且
介

亭
雑

文
』

〈魯

迅
全

集
第

六
巻

〉
)

の
中

で
面
子

に

つ
い
て

「
そ

れ
は

ま

る

で
何

種
類

も

あ

る
様

で
、

そ
れ

ぞ

れ

の
身

分

に
は
、

そ
れ

ぞ
れ

の

"
面
子

"

(面

子

)

が
あ

り

、

い
わ

ゆ
る

"
股

"

(顔

)

で
あ

る
。

こ

の

"
股

"

に
は

境

界

線

が
あ

り
、
も

し

こ

の
境
界

線

の
下
ま

で
落
ち

た
ら
、
即
ち

面

子
を
失

う

こ
と

に
な

る
。

つ
ま

り

"
芸

脆
"
(面

子

が
立

た
な

い
)

と

い
う

。

"
芸
股

"

を

恐

れ

な

い
と

い
う

こ
と

は
、

即
ち

"
不
要

股

"

(面

子

を
要

ら

な

い
)

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

も

し

こ
の
境

界
線

の
上
を

越

え

る
事

を

し

た
な

ら

ば
、

即
ち

"
有

面

子

"

(面

子

が
立

つ
)

或

い
は

"
露
脆

"

(面
子

が

立

つ
)

と

い
う

こ
と

に

な

る

の
で
あ

る
。
」
と

述

べ
て

い
る
。

"
蹄

子

"

は

「
ひ
づ

め
」

と

い
う
意

味

で
、
女

性

を

罵

る
時

は

よ
く

使

わ

れ

る
。

古

代

中

国

で
は
女

性

の
足

を

布

で
包

む
纏

足

の
習

慣

が

あ
り

、
足

の
成

長

を

抑
え

奇

形

化

さ
せ

て

い
た

の
で
あ

る
。

明

人
藩

徳

符

の

《
万

歴

野
獲

編

》
云

一

.
明

吋
漸

奈

再
戸

、

男

不
許

慎

需

、
女

不

杵

裏
足

。
"

(明
代

漸

東

で
は
、
身

分

の
低

い
者

の
男
性

は
本

を

読

ん
で
は
な

ら

な

い
、

女

性

は
纏

足

を
し

て

は
な
ら

な

い
。
)

と

い
う

一
文

を
引

用

し

て
、

劉
達

臨

(
一
九
九

九

)
は
、

中

国

で
は
纏

足
は
身

分

の
高

い
女

性

が

し

て

い
た
と
説

明

し

て

い
る
。

つ
ま
り

纏
足

は
、

金
持

ち

と
良
家

の
女

性

の
特
権

だ

っ
た

こ
と
が
分

か
る
。

中

国

で
は
、
女

性

の
足

は
小

さ

い
ほ

ど
美

し

い
と

さ

れ
、

こ
れ
を

ク
三
寸

金

蓮

"
と
称

し

て

い
た
。

男

性

は
細

く

尖

っ
た
女

性



の
足
を
好
み
、
大
き
く
太

っ
た
足
を
嫌

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
小
さ
い
足
を
崇
拝
す
る
と
同
時
に
、
大
き

い
足
に

対
し
て
差
別
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
漏
ホ
康

・常
建
華

(二
〇
〇
二
)
は

《望
漢
全
集
》
巻
十
七

《
甲
辰
示
道
希
兄
弟
》

に
出
て
く
る
方
苞
と
い
う
人
が
言

っ
た
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。
"形
骸
若
卑
善
"

(体
形
は
ま
る
で
鳥
獣
の
よ
う
だ
)、
こ
れ
は
彼

が
雨

の
中
農
作
業
を
し
て
い
る
女
性
の
天
足

(注
9
)
を
見
て
嘆

い
た
言
葉
で
あ
る
。
昔
の
人
は
、
女
性
の
天
足
の
足
を
醜

い
も
の
と

感
じ
、
そ
の
醜
さ
か
ら
禽
獣
の
足
の
よ
う

に
見
え
、
そ
の
禽
獣
の
足
を
意
味
す
る
言
葉
が

"蹄
子
"
で
あ
る
。
天
足
に
は
身
分

の

低

い
ま
た
は
卑
し

い
人
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
醜
さ
か
ら

"
蹄
子
"
と
結
び

つ
き
、

い
つ
し
か
女
性
を
罵
る
よ
う
に
な

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『紅楼夢jに おける罵倒語の類型と意味

(七

)
人

の
性
質

に
対

す

る
罵
倒

語

"
泣
物

"

は

「
汚

い
や

つ
」

と

い
う

意
味

に
な

る
。

主

人
公

の
宝
玉

の
考

え

で
は
、
女

性

は
き

れ

い
な
水

の
よ
う

に
純

粋

な
も

の

で
、
男

性

は
泥

の
よ
う

な

汚

い
も

の
で
あ

る

と
考

え

て

い
る
。

そ

の
純
粋

な
水

が

一
旦
、

泥

と
混

じ

る
と

た
ち

ま
ち

汚

れ

て
し

ま

う

と

考
え

、

ど

ん
な
純

粋

な
女

性

で
も

一
旦

男
性

と

混

じ

れ
ば

汚

れ

て
し
ま
う

と

い
う

考

え

方

で
あ

る
。

こ
の
考
え

は
宝

玉

だ

け

で
は
な

く
、

お

そ
ら
く

そ

の
時

代

の
男
性

の
ほ
と

ん
ど
が

こ

の
よ
う

な
考
え

だ

っ
た
と

思
わ

れ

る
。

"
賎

骨

共

"
は

「
げ
す

」
、
ま

た
相
手

が
卑

劣
ま

た

は
奴
隷

根

性
丸

出

し

で
あ

る
と

い
う

意

味

で
、
主

に
女
性

に
対

し

て
使

わ

れ

る
。

斉

如

山

(
一
九

九
九

)
は

"
賎

骨

美
"
に

つ
い
て

「
自
分

で
自

分

を
見

下
げ

る
人
を

よ
く

"
賎

骨

美
"
と

い
う

。
」
"
骨
美

"
に

つ
い
て

「
事

を

か
き

乱

す
人

を

よ
く

"
骨

美

"
或

い
は

"
返
快

骨

美

"
と

い
う

。
」

と
説

明

し

て

い
る
。

115
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四
ー

二
ー

三

相
手

の
属
性

に
対

す

る
罵

倒
語

罵

倒
語

の
意

味

が
字
義

的

な
意

味

し

か
な

い
た

め
、
意

味

分
析

を
省

略

す

る
。

四
ー

ニ
ー

四

生

理
排
泄

罵

倒
語

"
放

…
屍

"

"
放

屍

"

の

"
展
"

は

漢
字

の
意
味

で

は

「
オ
ナ

ラ
」

で
あ

る
。
相

手

の
話

が
く
だ

ら

な
く

て
、

ま

っ
た

く
意

味

が

な

い
こ
と
を

と
が

め
る

た
め

に
、
屍

を
排

泄

す

る
行

為

に
喩
え

て
罵

る

の
で
あ

る
。

こ
れ

は

「
嘘

を
言
う

な
」

「
変

な

こ
と

を
言
う

な

」

と

い
う

意

味

に
な

る
。

「
屍

」

が
付

く

言
葉

と

な

れ

ば
、

日
本

語

か

ら
も

「
屍

理

屈

」

や

「
屍

の
よ
う

な
話

し
」

な
ど

を

挙

げ

る

こ
と

が
で
き

る
だ

ろ
う

。

"
汗

轍

"

は
熱
病

者

の
こ
と

で
あ

る
。

"
燃

"

は

「
封

じ
込

め

る
」

と

い
う

意

味

で
、
こ

の
病
状

は
汗

が
出

に
く

い
こ
と
か

ら

"
汗

轍

"

と

い
う

よ
う

に
な

っ
た
。

こ

の
病

気

に
か

か

っ
た
者

は
熱

に
お

か

さ

れ

て
精

神

不
安

定

に
な
り

、

よ
く
根

も
葉

も

な

い
こ
と

を

言
う

の
で
、

こ

の
こ
と

か
ら

"
汗
轍

"

は

で
た
ら

め
を
言
う

人
を
罵

る
と
き

に
使
う

よ
う

に
な

っ
た
。

四
1

一
一ー

五

長
幼

呼
称

罵

倒
語

劉

達
臨

(
一
九

九

九

)
で
は
周
敦

願

《
通
論

》
の
あ

る

一
文
を

紹
介

し

て

い
る
。

ク
礼
、
理

也

"
朱
、
和
也

"
阻

阻

理
而
后

和
。

君

君
、

臣

臣

、
父

父
、

子
子

、
兄

兄

、
弟

弟

、
夫

夫

、
始

垣

。
万

物
各

得

其

理

然
后

和

、
故

礼
先

而

尿

后
。
"

(礼

、

理

な
り

"
楽

、
和

な

り

"
す

べ
て

に
お

い
て
理
が

先

で
和

が
後

で
あ

る
。
君

、
臣
、
父
、
子

、
兄

、
弟

、
夫

、
妻

。
万
物

に
お

い
て
先
ず

理

が
先

で
あ

り
、

そ
れ

か
ら
和

が
く

る

の
で
あ

る
。

故

に
礼

が
先

で
あ
り
楽

が
後

で
あ

る
。
)

つ
ま
り

下

の
者

が
上

の
者

に
対

し

て
、
礼

を

尽
く

さ
な

け

れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

"
大
苓

"

は

「
お

じ
さ

ん
」

と

い
う

意

味

で
、

年

輩

の
男
性

を

尊
重

し

た
呼

称

で
あ

る
。

こ

の
場
合

は
自

分

で
自

分

を

ク
大

苓

"



と
言

っ
て
、
自

分
を

上

の
世
代

に
喩

え

て
、
相
手

を

見

下
し

て

い
る
。

"
小

子

"

は

「
成

人
前

の
男

の
子

」
と

い
う

意

味

で
、

場

合

は
相

手

を

"
小

子
"
と

言

っ
て
、
自

分

の
下

の
世
代

に
喩
え

て
、
相

手

を
見

下

し

て

い
る
。

こ
の

四
-

三

呪
讃
罵
倒
語
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四
ー

三
ー

一

死

を
呪

う
罵

倒
語

万

建
中

(
二
〇
〇

一
)
に
よ
れ

ば
、
中

国

で
は
正
常

死

(寿
命

に
よ

る
死

)
と
非

正

常

死
と

い
う

概

念

が
あ

る
。

非

正
常

死

に
は

"
凶

死

"
(
殺

さ

れ
る
、
自

殺

す

る
、

(災

難

に
あ

っ
て
)
横

死

に
す

る

)、

"
夫
折

"

(
若
死

に
す

る
)
、

"
元
子
女

者

死

亡
"

(子
孫

を
残

さ
ず

に
死

す

る
)
な

ど
が

あ

る
。

そ

の
中

、
中

国

で
は

"
凶
死

"
に
対

し

て
非

常

に
恐

れ
ら

れ
、
避

け

る

べ
き

こ
と

で
あ

る
と
さ

れ

て

い
る
。

ま

た
民

間

の
概
念

で
は
、

"
凶
死

"

で
亡

く

な

っ
た
人

の
霊
魂

も

悪

と

さ
れ
、
そ

の
遺
体

は
先

祖

と

一
緒

に
埋
葬

す

る
こ
と

が
で
き

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

"
凶

死
"

の
例

と
し

て
は
、
"
上
吊

死
"

(首

を
吊

っ
て
死
ぬ
)
"
刀
欣

死
"

(刀

に
切
ら

れ

て
死

ぬ
)
"
火
焼

死
"

(焼
身

死

)
"
溺

水

死
"

(溺

水

死

)
な

ど
が

あ

る
。

ま

た

"
凶

死

"

で
亡
く

な

っ
た
人

た
ち
は
後

に

「
悪
鬼

」

「
悪
霊

」

と

な
り
人

々
に
害
を

及

ぼ
す
存

在

に
な

る
と
考

え

ら
れ
、

人

々
に
恐

れ
ら

れ

て

い
た

の
で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な

死

に
方

を

す

る
人

た

ち
は
前

世

に
罪

を

犯

し

た

か
ら

、

こ

れ

は
そ

れ
相

応

の
罰

で
あ

る
と
考

え

ら

れ

て

い
た
。

次

は

"
夫

折
"

で
あ

る
。

中

国
各

地

で

は

こ
の

"
夫

折
ψ

に
対

し

て
様

々
な

風

習

が
あ
り

、
古

代

の
宇

夏
中

央

平

原

の
葬

式

風

習

で
は
、

幼
児

が
亡
く

な

っ
た

場
合

は
葬

式

す

ら
せ

ず
、

わ

ら

で
包
ま

っ
て
野

原

に
捨

て
ら

れ

て

い
た
。

ま

た
山

東

地
方

で
は
亡
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く

な

っ
た

人

の
墓

の
上

に
、

桑

の
根

と
鉄

の
塊

を
置

く

習
慣

が
あ

り
、

そ
う

す

る
こ
と

に

よ

っ
て
亡
く

な

っ
た

人

の
霊
魂

を

墓

の

中

に
押

さ
え

つ
け

る

こ
と

が

で
き

、
生

家

に
さ
ま

よ

い
戻

ら
な

い
よ
う

に
し

て

い
た
。

こ
れ
も

ま

た
先

祖

と

一
緒

に
埋
葬

す

る

こ

と

が

で
き

ず
、

葬
式

や
祭

祀

を

す

る

こ
と
も

な

か

っ
た
。

中

国

で
は

ど

ん
な

死

に
方

を

し

て
も
鬼

と

な

っ
て
ま

た
転

生

す

る
こ
と

が

で
き

る
と
さ

れ

て

い
る
が
、

"
夫

折

"

で
亡

く

な

っ
た

場
合

は
鬼

に
す

ら
な

る

こ
と

が

で
き
ず

、

転
生

を

す

る

こ
と
が

で
き

な

い

と

さ
れ

て

い
た

の
で
あ

る
。

最

後

に
"
元
子

女
者

死

亡

"
で
あ

る
。
中
国

で
は

子
孫

を
残

さ

な

い
人

は
、
無

用
な

人

で
あ

る
と
考
え

ら
れ

て

い
た
。
生
前

で
は

"
不

孝
有

三
、

元
后

力
大

ψ

(不
孝

に
は
三

つ
あ
り

、

一
番

目

は
跡

継

ぎ

が

い
な

い
こ
と

で
あ

る
)
と

軽
蔑

さ
れ
、

死
後

も

先
祖

と

一
緒

に
埋
葬

さ

れ
ず

に

い
た

。

こ

の
種

の
死

に
方

は
下
記

の
四
-

三
-

二
と

通
ず

る
と

こ

ろ
が
あ

る
と

思

わ
れ

る
。

以

上

の
こ
と

を
踏

ま

え

た
上

で
以

下

の
例

語
を

み

る
と
、
そ

れ
ら
が

意
味

す

る

こ
と

が
は

っ
き

り

す

る
と
思

わ
れ

る
。
.
核

死

"
"短

命

"

"
小

挨

刀
的
"

"
老
歌

美

"

な
ど

が

こ
れ
ら

に
値

す

る
。

上

で
述

べ
た

よ
う

に
中

国

で
は

死
者

の
霊

魂

は
依

然

と

こ

の
世

に
存
在

し
、

人

々
の
物
事

に
干
渉

す

る

こ
と

が

で
き

る
も

の
と

さ

れ

て

い
る
。

よ

っ
て
死
者

の
霊

魂

を

恐

れ
、
様

々
の
方

法

で
も

て
霊

魂

の
怒

り

を

避
け

よ
う

と

し

た
。

下

記

の
罵
倒

語

は
霊
魂

の
怒

り

に
触

れ
る

よ
う

に
、
相

手

を
呪

っ
て

い
る
も

の
で
あ

る

(注
-o
)。

"
挺
床

"

"
撞

　
"

な
ど

が

こ
れ

に
値

す

る
。

四
-

三
ー

一
一

子

孫
断

絶

を

呪
う

罵

倒
語

劉

達

臨

(
一
九
九

九

)

に

よ
れ
ば

、
中

国

で
は
跡
継

ぎ

が

い
る

か

い
な

い
か
は
、

そ

の
家
庭

の
り

っ
ぱ

さ
を

現

し
、

そ

の
重

要

性

は
夫

婦

関
係

の
重

要

性

を

も
超

越

し

て

い
る
。
跡

継

ぎ

が

い
る

と

い
う

こ
と

は
、

家
庭

円

満

に
な

る
だ

け

で
は
く

、
年

老

い
て

自
分

が
暮

ら
す
所

が
あ

り

、

ま
た
自

分

の
財

産

を
残

し

て

い
け

る

こ
と
も

で
き

る
。

そ

の
中

、

最
も

重

要

な

こ
と

は
先

祖

に
対

す



責

任

で
あ

る
と

さ

れ

て

い
る
。

先

祖
を

祭

っ
た
り
、
線

香

を

立

て
た

り

す

る

こ
と
が

で
き

な

い
と

い
う

こ
と

は
、

先
祖

に
顔

向

け

で
き

な

い
の
で
あ

る
。

"
子
死

絶

了
"

"
焦

了
尾
巴

梢
子

"
な

ど
が

以
上

の
も

の
値

す

る
。

四
-

四

駆
逐
罵
倒
語

罵
倒
語

の
意
味
が
字
義
的
な
意
味
し
か
な

い
た
め
、
意
味
分
析
を
省
略
す
る
。

五

ま
と
め
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以
上
の
類
型
と
意
味
分
析
を
進
め
る
作
業
に
お

い
て
、
罵
倒
語
と
民
俗
文
化
と
の
関
係
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
浮
か

び
上
が

っ
て
き
た
。
ま
た
浮
か
び
上
が

っ
た
も
の
を
付
録
類
型
表
と
対
比
す
る
上
で
、
罵
る
人
物
や
罵
ら
れ
る
人
物

の
性
別
、
身

分
と
の
関
係
も
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。

(
一
)
貞
節
の
観
点
に
よ
る
罵
倒
語

中
国
に
は
古
来
よ
り
男
尊
女
卑
と

い
う
考
え
が
存
在
し
、
様
々
な
事
物
に
現
れ
、
男
性
と
女
性
の
私
的
な
関
係

(婚
姻
、
生
育
、

性
行
為
な
ど
)
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
古
来
よ
り
男
性
に
「妾
を
持

つ
こ
と
」
、
「再
婚
」
、
「妻
以
外

の
女
性
と
姦
通
」
な
ど
が
許
さ
れ
、

女
性
に
は
そ
れ
ら
に
値
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か

っ
た
か
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
血
縁
や
家
庭
を
守
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
夫
が
亡
く
な

っ
て
も
こ
の
貞
節
や
貞
操
を
守
り
ぬ
け
、
あ
る
時
は
夫

の
死
に
殉
ず
る
こ
と
さ
え
自
ら
望
み
ま
た
は
強
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要

さ
れ

て

い
た

の
で
あ

る

(注
11
)。

生

ま

れ
た

と
推

測

さ
れ

る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
元
で
、
相
手

の
女
性
が
貞
節
や
貞
操
を
守

っ
て
い
な
い
と
い
う
罵
倒
語
が

(二
)
性
倫
理
の
観
点
に
よ
る
罵
倒
語

性
倫
理

の
観
点
か
ら
な
る
罵
倒
語
は
上
記
の
貞
節

の
観
点
と
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
共
に
そ
の
大
多
数
が
女
性
に
対
し
て
使
わ

れ
、
ま
た
そ
の
語
彙
も
女
性
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
古
来
よ
り
女
性
は
男
性

の
付
属
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
女
性
が
男
性

の
付
属
品
で
あ
る
た
め
に
は
貞
節
や
貞
操
を
守
る
こ
と
が
第

一
条
件
で
あ

っ
た
。
当
時
で
は
女
性
が
節
を
失
う

と
い
う
こ
と
は
、
女
性
か
ら
み
れ
ば
最
大
の
恥
で
あ
り
、
ま
た
両
家

の
恥
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

上
記
の

(
一
)
と

(二
)
を
類
型
表

の

一
ー

二

「性
交
罵
倒
語
」
と

一
-
三

「性
倫
理
破
壊
者
視
す
る
罵
倒
語
」
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
観
点
に
よ
る
罵
倒
語
は
主
に
女
性

(罵
る
対
象

の
女
性
親
族
)
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
は

っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
人

々
に
対
し
て
は

一
回
、
男
性
に
対
し
て
は

一
回
、
女
性
に
対
し
て
は
三

一
回

も
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
身
分
の
高

い
人
物
や
低

い
人
物
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
女
性
に
対
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
罵
倒
語
は
相
手
の
身
分
に
関
係
な
く
、
女
性
に
対
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

(三
)
行
動
意
識
に
よ
る
罵
倒
語

こ
れ
は
相
手

の
愚
か
さ
や
卑
劣
な
行
為
、
低
俗
な
行
為
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
ま
た
場
面
に
相
応
し
く
な
い

行
為
や
発
話
を
戒
め
、
ま
た
は
拒
絶
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
中
国
に
は
、
古
く
か
ら
言
動
を
戒
め
る
よ
う
な
様

々
な
言
葉
が
あ
る
。
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表2、 人の発話に対する罵倒語表1、 動物視 す る罵倒語

性別 罵る人物 罵られる人物

男性 9回 15回

女性 14回 9回

両方 1回

性別 罵る人物 罵られる人物

男性 11回 26回

女性 24回 8回

両方 1回

《
論
語

・
陽
貨
》
"道
所
而
途
悦
、
徳
之
奔
也
"
《論
語

・
莞
日
》
"不
知
礼
、
元
以
立
地
。
不
知
言
、
元
以

知
人
也
。
"
《
論
語

・
問
》
"
有
道
徳
者
、
必
有
言

"
有
言
者
、
不
必
有
道
徳
"
《
礼
記

・
儒
行
》
"言
淡
者
、

仁
之
文
也
"
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
「行
動
意
識
に
よ
る
罵
倒
語
」
を
類
型
表
二
ー

一
(
一
)
「動
物
視
す
る
罵
倒
語
」
と
二
ー
二

(三
)
「人

の
発
話
に
対
す
る
罵
倒
語
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
罵
る
も
の
と
罵
ら
れ
る
も
の
と
の
関
係
が
は

つ
き
り
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。

上
記
の
表

一
、
二
を
み
る
と
、
主
に
男
性
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
し
か
も
使
用
者
の
半
数
以
上
が
女

性
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
罵
ら
れ
た
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
、身
分
の
高

い

「宝
玉
」
「費
政
」
「費
漣
」

に
対
し
て
で
あ
る
。
古
来
よ
り
男
性
は
女
性
よ
り
常
に
社
会
的
地
位
が
高
く
、
そ
の
行

い
も
常
に
正
し
い

も
の
と
さ
れ
ま
た
要
求
さ
れ
、
男
性
も
そ
れ
を
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
能
力
や
行

い
が
常
に
男

性
の
下
で
あ
る
女
性
が
、
相
手
の
愚
か
さ
や
低
俗
な
行
為
を
表
現
す
る
罵
倒
語
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
男

性
に
対
し
て
強
い
侮
辱
感
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(四
)
身
分
、
血
縁
意
識
に
よ
る
罵
倒
語

古
代
中
国
で
は
、
職
業
は
直
接
そ
の
人
の
階
層
や
身
分
を
表
し
、
職
業
に
対
す
る

「上
下
尊
卑
」
の
考

え
に
よ

っ
て
偏
見
や
差
別
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
薦

ホ
康

・
常
建
華

(
二
〇
〇
二
)
に
こ
の
よ
う
な

一
文
を
挙
げ
て
い
る
。
《清
史
稿
》
"
四
民
力
良
、
奴
什
及
侶
仇
力
賎
。
"

(四
民
を
良
と
し
、
奴
僕
及
び
芸
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者
は
卑
し
い
と
す
る
。
)
"
四
民
"
は

「士
、
農
、
工
、
商
」
を
指
し

い
て
、
そ
れ
よ
り
下
の
身
分
で
あ
る
奴
僕
や
芸
者
は
卑
し

い

者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
故
に

"奴
才
"
や

"小
厩
"
な
ど
の
身
分

の
低

い
者

の
呼
称
が
、
罵
倒
語
と
し
て
使
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
意
識
を
反
映
し
た
の
は
、類
型
表
二
ー

二

(
一
)
「
下
級
身
分
視
す
る
罵
倒
語
」
と
ニ
ー

二

(二
)
「血
縁
に
対
す
る
罵
倒
語
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
罵
倒
語
を
み
る
と
、
使
用
者
の
性
別
、
身
分
に
よ
る
差
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
罵
ら
れ
る
側
に
は
は

っ
き

り
し
た
違

い
が
現
れ
た
。
そ
れ
は
、罵
ら
れ
る
人
物

の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た

「宝
玉
」
「買
漣
」
「費

雨
村
」
と

い
う
よ
う
な
身
分
の
高

い
人
物
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
社
会
的
地
位
や
身
分

の
高

い
男
性
に
対
し
て
、
卑
し

い
者
を

意
味
す
る
罵
倒
語
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
相
手
に
と

っ
て
最
大
限
の
侮
辱
感
を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
罵
倒
語
の
威
力
も
最
大
限
に
発

揮
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
ニ
ー

二

(五
)
「後
輩
に
対
す
る
罵
倒
語
」
か
ら
、
面
白

い
結
果
が
出
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
罵
る
入

物
と
罵
ら
れ
る
人
物
の
性
別
の
違

い
で
あ
る
。
女
性
が
二
七
回
使
用
し

(全
使
用
回
数
は
三

一
回
)、
男
性
は
二
三
回
罵
ら
れ
て
い

る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
種
の
罵
倒
語
は
女
性
が
男
の
子
供
を
叱
る
時
の
口
吻
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

(五
)
面
子
意
識
に
よ
る
罵
倒
語

中
国
人
に
と

っ
て
面
子
は
行
動
を
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
面
子
意
識
は
中
国
人
の

考
え
方
に
影
響
を
与
え
、
言
動
を
左
右
し
、
面
子
を
考
え

て
か
ら
行
動
す
る
の
で
あ
る
。
佐
藤

(二
〇
〇

一
)
に
よ
れ
ば
中
国
人

は
誰
も
が
面
子
を
持

っ
て
い
る
、
し
か
し
そ
の
面
子
の
重
み
を
ど
こ
に
置
く
か
は
、
性
別
、
年
齢
、
立
場
、
地
位
、
学
歴
、
職
業
、
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性
格
、
思
想
、
生
活
地
域
な
ど
に
よ

っ
て
違

い
、
時
間
、
場
所
、
相
手
、
状
況
に
よ

っ
て
も
微
妙
に
違

い
が
生
じ
て
く
る
。

こ
れ

は
正
に
魯
迅
の

《
悦

"面
子
"
》
の
考
え
と

一
致
し
て
い
る
。
様
々
な
罵
倒
語
の
中
で
中
国
人
に
と

っ
て

"不
要
股
"
(面
子
い
ら
ず
)

ほ
ど
単
純
明
快
、
し
か
も
効
力
絶
大
な
罵
倒
語
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の

一
言
で
相
手

の
自
尊
、
自
負
な
ど
の
感
情
を
傷

つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
面
子
意
識
に
よ
る
罵
倒
語
は

「面
子
」
と
い
う
意
味
を
含
む
罵
倒
語
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば

"胡

説
"
"混
帳
"
も
言
わ
ば
相
手
の
面
子
を
既
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
罵
倒
語
が
こ
の

「面
子
意
識
」
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
後

の
課
題
と
し
て
は
、
罵
倒
語

の
使
用
場
面
、
使
用
者
と
対
象

の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で

「
面
子

意
識
」
に
つ
い
て
言
及
で
き
よ
う
。

(六
)
生
死
観
に
よ
る
罵
倒
語

中
国
で
は
死
に
対
す
る
タ
ブ
ー
は
最
も
強
く
、
普
段
の
生
活
の
中
で
は
様

々
な
言
い
方
で
言

い
直
さ
れ
、
ま
た
人
の
死
に
方
に

も

「
い
い
も
の
」
と

「悪

い
も

の
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
死
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
、
直
接
死
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
語
彙

で
ま
た
悪

い
死
に
方
と
さ
れ
る
言
葉
で
相
手
を
罵
り
、
呪
う

の
で
あ
る
。
居
閲
時
、
盟
明
安

(二
〇
〇

一
)
は
、
呪
誼
語
を
使
う

者
は
し
ば
し
ば
相
手
と
比
べ
て
力
が
弱

い
者
や
社
会
的
弱
者
が
、
最
後
の
手
段
と
し
て
呪
誼
語
の
魔
力
を
借
り
て
不
足
し
て
い
る

実
力
を
補

っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
付
録
類
型
表
三
-

一

「
死
を
呪
う
罵
倒
語
」
の
使
用
回
数
及
び
使
用
者

の
性
別
を
見
る
と
、
男
性
六
回

(う
ち

子
供
の
宝
玉
四
回
)、
女
性

一
六
回
、
人
々

一
回
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
力
の
弱

い
ま
た
社
会
的
地
位
低

い
女
性

(入
)
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が
、
よ
く
こ
の
呪
誼
語
を
使
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
罵
ら
れ
る
人
物

の
性
別
に
は
、
男
性
が
多

い
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
力
が
弱

い
者
や
社
会
的
弱
者
が
呪
誼
と

い
う
力
を
借
り
て
、
力
や
社
会
的
地
位
の
高

い
者
に
対
し
て
不
足
し
て
い
る

実
力

の
差
を
補

っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

『紅
楼
夢
』
に
お
け
る
罵
倒
語

の
類
型
と
意
味
分
析
を
す
る
上
で
、
以
上
の
も
の
が
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
以
上
の

も
の
が
、
当
時
中
国
の
民
族
文
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
文
化
を
反
映
し
た
罵
倒
語
の
背
後
に
は
は

っ
き
り
し
た
、
罵
る
人
物
や
罵
ら
れ
る
人
物
の
性
別
、
身
分
、
世

代
の
違

い
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
以
上

『紅
楼
夢
』

に
お
け
る
罵
倒
語
の
類
型
と
意
味
分
析
を
進
め
て
き
た
が
、

類
型
の
方
法
や
分
析
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
多
く

の
資
料
や
罵
倒
語

の
使
用
状
況
、
ま
た
は

様
々
な
研
究
の
枠
組
み
で
持

っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
と
な
る
。
例
え
ば
誰
が
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、

ど
の
よ
う
な
罵
倒
語
を
用
い
て
い
る
か
な
ど
の
側
面
か
ら
当
時
の
時
代
状
況
に
対
し
て
も
説
明
が
で
き
よ
う
。

源
注

注
1

H
本
論
文
で
使
用
す
る
テ
キ

ス
ト
は
中
国
古
典
文
学
読
本
叢
書

『紅
楼
夢
』
人
民
文
学
出
版
社
出
版
二
〇
〇

一
年

一
〇
月
と
し
、
例
文
中

の
ぺ
ー
ジ
数
は
す
べ
て
こ
の
テ
キ

ス
ト

に

よ
る

注
2

韓
植
田

(二
〇
〇
〇
)
は

「
罵
り
言
葉
は
、
例
外
あ
る
と

し
て
も
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
そ
れ
だ
け
を
発
言

し
て
も
、
罵
り
行
為
と
し
て
受

け
取
ら
れ
る
と
言
え
る
。
…
…
。
し
か

し
多
く

の
場
合
、
罵
り
言
葉
を
発
言
す
る
こ
と
、
あ
る

い
は
罵
り
言
葉
を
含
む
発
言
を
行
う
こ
と
は
、
罵

り
と

い
う
発
話
行
為
を
行

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
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注
3

"

〔清
〕
銭
繹

『方
言
箋
疏
」
(中
華
書
局
出
版

一
九
九

一
年
)

一
三
二
頁
参
照
。

注
4

"

〔清
〕
銭
繹

『方
言
箋
疏
」
(中
華
書
局
出
版

一
九
九

一
年
)

=

○
頁
参
照
。

注
5

"

《
漢
語
大
詞
典
》
"爬
灰
〃
六
巻
頁

=

〇
三
、
"
杁
茨

〃
六
巻

三
三
八
頁
参
照
。

注
6

"
寺
山
宏

『和
漢
古
典
動
物
考
」

(八
坂
書
房
二
〇
〇

二
)

一
二
八
頁
参
照
。

注
7

"
寺
山
宏

『和
漢
古
典
動
物
考
」

(八
坂
書
房
二
〇
〇

二
)

四
〇
頁
参
照
。

注
8

.
劉
達
臨

「性
与
中
国
文
化
」
七
七
頁
参
照
。

注
9

一
鷹
ホ
康

.
常
建
華

(
二
〇
〇
二
)

の
中
で
は
広
東
、
広

西
、
福
建
、
貴
州
、
雲
南
、
四
川
な
ど
で
は
士
大

夫

(官
僚
ま
た
は
知
識
人
)
の
家
族
に
だ
け
纏
足
の
習
慣
が
あ
り
、

一

般
平
民
で
は
天
足

(纏
足
し
て
い
な

い
足
)
で
あ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
纏
足
は
身
分
の
高
い
者
と
低

い
者

に
分
け
、
尊

い
と
卑
し

い
と

の
違

い
で
も
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

注

10

"
万
建
中

(二
〇
〇

一
)
に
よ
れ
ば
、
死
者

の
遺
物
を
触

れ
て
は

い
け
な

い
、
生
前

の
名
前
を
呼
ん
で
は

い
け
な

い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
死
者

の
怒
り
に
触
れ
れ
ば

死
者

の
霊
魂
は
自
分

の
霊
魂
を
連
れ
去

っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

注

11

塚
本

「古

列
女
伝
」

(有
朋
堂
書
店
/

一
九

二
四
)
「
張
敏
道
が
妻
」

(六
〇

一
頁
)
の
段
で
は
、
趙
氏

(年

二

一
)
は
夫
が
病
で
危
篤

の
時
、
夫

に
誓

っ
て
言

っ
た

「
あ
な
た
が

亡
く
な

っ
た
あ
と
、
私
は
昼
夜

に
し
て
泣
き
続
き
、
最
後
は
自
ら
命
を
終
わ
ら
せ
る
で
し

ょ
う
。
」
と
あ
る
。
「
傅
某

の
妻
」

(六
〇
七
頁
)
の
段
で
は
、
岳
氏

(年

一
八
)
は
夫

が
病
気
で
息
を
ひ
き
と

る
時
、
彼
女
を
そ
ば

に
呼

ん
で
言

い
つ
け
た

「
あ
な
た
は
ま
だ
若

い
か
ら
、

い
い
人
を
選
ん
で
再
婚
し
て
く
れ
。
」
こ
れ
に
対
し

て
彼
女
は
泣
き
な
が
ら

言

っ
た

「
ど
う

し
て
他
人
に
嫁
が
せ
な
お
す

こ
と
が
で
き
ま
し

ょ
う
。

一
入
で

い
る
よ
り
共
に
死

ん
だ
ほ
う

が
い
い
。
」
程
な
く
し
て
夫
が
な
く
な
り
、
彼
女
は
夫

の
そ
ば

で
泣

き
崩
れ
、

つ
い
に
自
ら
命
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

魯
迅

一
九
八
二

魯
迅
全
集
第
六
巻

「且
介
亭
雑
文
」

人
民
文
学
出
版
社



1

郭

煕

一
九
九
九

『中
国
社
会
言
語
学
、
三

・
署
語
」

南
京
大
学

塚
本

照
平

一
九
六
六

紅
楼
夢
に
お
け
る
晋
詞
に
つ
い
て

緊集
刊
東
洋
学
」

一
六
号

塚
本

照
平

一
九
六
七

紅
楼
夢
に
お
け
る
署
詞
に
つ
い
て

(
二
)

「中
文
研
究
」
七
号

野
崎

駿
平

一
九
五
七

元
の
雑
劇
に
あ
ら
わ
れ
た

「署
詞
」
に
つ
い
て

『中
国
語
学
」
五
八
号

文

孟
君

一
九
九
八

「現
代
文
化
培
江
埜
需
r
蜀
署
悟
山

新
隼
出
版
社
出
版

出
石

誠
彦

一
九
七
三

「支
那
神
話
伝
説
の
研
究
」

中
央
公
論
社

(初
版
昭
和

一
八
年
)

隊

克

一
九
九
三

「中
国
培
言
民
俗
」

天
津
人
民
出
版
社
出
版

李

永
宇

}
九
九
七

「中
国
人
の
罵
り
言
葉

」

文
教
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

大
河
内

康
憲

一
九
九
七

「中
国
語
の
諸
相
」

白
帝
社

宮
田

一
郎

一
九
七
三

「紅
楼
夢
語
彙
索
引
」

采
華
書
林

大
島

吉
郎

一
九
九
五

『「紅
楼
夢
」
語
彙
索
引
」

近
代
漢
語
研
究
会

寺
山

宏

二
〇
〇
二

『和
漢
古
典
動
物
考
」

八
坂
書
房

陳

紹
櫨

二
〇
〇
三

「中
国
風
俗
通
史

・
両
周
巻
」

上
海
文
芸
出
版
社

〔清
〕
銭

繹

一
九
九

一

「方
言
箋
疏
」

中
華
書
局
出
版

居
閲
時

・
盟

明
安

二
〇
〇

一

『中
国
象
征
文
化
」

上
海
人
民
出
版
社

万
建
中

二
〇
〇

一

「禁
忌
与
中
国
文
化
』

人
民
出
版
社

劉

達
臨

一
九
九
九

『性
与
中
国
文
化
」

人
民
出
版
社

肖

群
忠

二
〇
〇

一

「孝
与
中
国
文
化
」

人
民
出
版
社

山
口

建
治

一
九
九
九

「胡
」
の
つ
く
こ
と
ば

「
胡
説
」
「胡
乱
」

「人
文
研
究
」

=
二
五
号

華

梅

二
〇
〇

一

『服
飾
与
中
国
文
化
」

人
民
出
版
社
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斉
如
山

一
九
九
九

「北
京
土
話
」

北
京
燕
山
出
版
社

福
ホ
康

・
常

建
華

二
〇
〇
二

「清
人
社
会
生
活
」

溶
陽
出
版
社

植
田

康
成

二
〇
〇
〇

ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
罵
り
言
葉
に
つ
い
て

「広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

塚
本

哲
三

一
九
二
四

「古
列
女
伝
」

有
朋
堂
書
店

江

河
海

(著
)
・
佐
藤

嘉
江
子

(訳
)

二
〇
〇

一

「中
国
人
の
面
子
」
は
ま
の
出
版

漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会

一
九
九
五

《
漢
語
大
詞
典
》

漢
語
大
詞
典
出
版
社

大
東
文
化
大
学
中
国
語
大
辞
典
編
纂
室

一
九
九
四

《
中
国
語
大
辞
典
》

角
川
書
店

福

其
庸

・
李

希
凡

一
九
九
〇

《
紅
楼
夢
大
辞
典
》

文
化
藝
術
出
版
社

辞
海
編
輯
委
員
会
編

一
九
八
九

《
辞
海
》

上
海
辞
書
出
版
社

六
〇
巻
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付録

*罵 る人物欄は"罵 る人物[性 別x回 数 】"を表 し、罵られる人物欄は"罵 ら

れる人物1性 別x回 数 】"を表す。♂は男性、♀は女性を表す。

*同 一罵倒語に対 して罵る人物が複数の場合、その順番は罵 られる人物の順

番 と同順である。つまり罵る人物欄の第0人 物が罵られる人物欄の第一人

物に対 して、罵倒語 を使用 している。
*複 数に対 して罵倒語を使用 したとき、複数から罵 られたときは{}を 用い

てまとめている。

類型表

1性 語罵倒語 一1-1性 器罵倒語

例語 罵る人物 罵られる人物 例語 罵る人物 罵られる人物

.1' 茗 姻1♂xl工 金 栄[♂xl】 戻毛 柳 氏[♂xl1 使用人[♂x1】

噺 飽二の妻 【♀xl】 飽 二 【♂x1】 //C声 柳 氏 【♀Xl】 使用人の叔母

さ ん[♀x1】

尿 飽二の妻 【♀xll 飽 二[♂xll 1 鴛 喬 【♀x1】 鴛 喬 の 兄 嫁

〔♀x1】

1-2性 交罵倒語

躁祢娘的 隣視二 【♂XII 質 芸 【♂x1】 弥娘的屍 春燕の母1♀xll 春 燕 【♀x1】

称娘的 鳳 姐 【♀x1】 平 児 【♀x1】

1-3性 倫理破壊者視する罵倒語

娼妃 鴛 喬 【♀xll

碍 月 【♀x11

趙嬢娘 【♀x1】

鴛 篶 の 兄 嫁

【♀x1】

晴 箋1♀xll

芳 官 【♀x1】

小娼始 鶯児の母1♀x1】

趙娯娘 【♀x1】

春 燕[♀x1】

女 中 【♀xll

忘了本的小娼始 李婆さん1♀x1】 襲 人1♀x1】 死促侠小娼妃 買 漣1♂x11 平 児 【♀x1】

下作小娼如 王 婦入 【♀x1】 金 釧 【♀x1】 好娼妃 鳳 姐 【♀x1】 飽二の妻[♀x1】

老娼妃 趙 填娘 【♀x1】 宝玉の育ての

母 【♀Xll

老不死娼妃 王 氏 【♀x1】 自 分1♀xl1

死娼妃 醇 幡 【♂x11

鳳 姐1♀x1】

金 菱 【♀xl】

平 児 【♀x1】

淫始 秋 桐[♀x1】

{買 母 【♀×2]}

{鳳 姐1♀XZ]

平 児 【♀x2】}

尤二姐 【♀x1】

{趙 嫉 娘 【♀x

1]飽 二 の 妻1

♀x1】}{飽 二

の 妻 【♀x4】}

好淫妃 鳳 姐 【♀xll 鮒二の妻 【♀x11 浪淫妃 趙媛娘 【♀xl】 女中たち【♀x1】

軽狂浪小妃 鶯児の母1♀×1] 春 燕 【♀Xl】 弄汲老婆 鳳 姐 【♀x1】 李婆さん【♀xl】
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葬小叔子 焦 大1♂x2エ 鳳姐など1♀x2! 粉美之流 趙嬢娘 【♀Xl】 芳 官[♀Xll

小粉美 夏婆さん【♀x2】 女 中[♀x2] 爬茨 焦 大[♂x2] 入 々 【2】

2疑 義罵倒語一2-1人 間視 しない罵倒語一(1)動 物視する罵倒語

畜牲 焦 大 【♂xl】 買 漣 【♂Xl】 作並的畜生 貿 政[♂Xl】 宝 玉 【♂x1】

畜生 買 政[♂x3】

鳳 姐 【♀x1】

平 児 【♀x1】

宝 玉 【♂x3】

買 瑞 【♂x11

秋 桐 【♀x11

屍嵐子 芳 官 の 育 て

の 母 【♀Xl】

趙娩娘1♀x1}

芳 官 【♀x1】

女中たち【♀xl】

毛嵐子 趙媛娘[♀x1】 女 中 【♀x1】 猴患子 柳 氏[♀xl】 使 用 人 た ち

【♂x1】

小猴几患子 尤二姐 【♀x11 買 蓉 【♂xl] 忘八患子 鳳 姐 【♀x2】 興 児 【♂×1】

女 中[♀x1】

小患子 瑛婆さん【♀x11 秦 鐘 【♂x1] 小忘入患子 鳳 姐 【♀x1】 興 児 【♂x11

猴几患子 柳 氏 【♀x1】

鳳 姐 【♀x1]

尤二姐[♀x1】

使用人 【♂x1エ

興 児 【♂xl】

買 蓉[♂x1】

忘八 鳳 姐 【♀x2】

飽二の妻【♀Xl1

買 漣 【♂x2】

飽 二[♂Xll

糊除忘八患子 買 漣[♂Xl】

鳳 姐 【♀xl】

人 々[1】

興 児 【♂xlI

忘八脾子 鴛 喬 【♀x1】 鴛 喬 の兄 と

兄嫁

【男 ♀x1】

没良心的王八

薫子

焦 大 【♂Xl】 頼二など【♂xl】 王八薫子 焦 大 【♂x1】 頼二など【♂Xl!

忘八蒸子 買 理 【♂xl】 周瑞など【♀xl1 禽善 鳳 姐 【♀x1】 買 瑞[♂x1】

狐狸 李婆さん【♀Xll 女中たち1♀Xl1 猴共 買 芸 【♂x1工 使 用 入 た ち

【♂x11

小猴 婆 さん 【♀x1】 使用人 【♂X1] 忘八蛋 鳳 姐{♀x11 興 児[♂x1】

癩蛤嘆想天鵡

肉吃

平 児 【♀xl】 買 瑞1♂x1】 免子 優 舅 【♂Xll 変 童[♂x1】

(2)鬼神妖怪視する罵倒語

周王老婆 飽二の妻【♀xη 鳳 姐 【♀xi】 死鬼 宝 蛤 【♀x1】 金 桂[♀xl工

小鬼美 薩嬢嬬 【♀xl】 女 中 【♀x1】 妖精 王婦人 【♀x1】 女 中 【♀x1】

禍害妖精 婆 さん[♀xl】 晴 雲[♀x11 老妖精 鳳 姐 【♀Xl】 宝 玉 の 育 て

の母 【♀x1】
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狐狸精 王婦人 【♀xl】 芳 官[♀x1】 牛美 宝 玉、 茗 姻 王0貼 【d'x1]

【♂x1】

夜叉 尤二姐 【♀x11 鳳姐 【♀x1】

(3)物 品視する罵倒語

奈西 秦 鐘 【♂x1】 能几 【♀x1】 糊徐京西 宝`,♀xl】 秋 紋 【♀ ×ll

頼婆さん【♀x11 頼婆さんの孫 知 事 【♂x1】 薩 幡 【♂xl】

探 春 【♀x11 [3'Xll 宝 玉 【♂xl】 茗 姻 【♂x1】

鳳 姐 【♀x1】 婆 さん 【♀x1】 旺 児 【♂xlj 張 華 【♂xll

買 環1♂x1】 平 児 【♀x1】 買 珍 【♂×1】 買蓉など【♂xl】

買r♂x11 妙 玉 【♀x1】 林之孝の妻 女 中1♀xl]

{王 婦人【♀x1】 買芸 【♂Xll 1♀ ×1】 平 児 【♀xl】

頼大 【♂Xl】} {尼たち【♀x2】} 那婦人[♀xl】 買 蘭 【♂x1】

下流京西 宝 玉 【♂x1】 女中たち【♀Xll
襲 人1♀x11 {買 芸 【♂x1】

湘 云 【♀x1】 翠 縷 【♀x1】 {買 凶 ♂x2】} 林之孝 【♂x1】}

賀 母 〔♀x1】 質漣 【♂ ×1】 {王婦人【♀X41} {婆 さん【♀x21

{鳳 姐 【♀X31} 買 環[♂xl】

女 中[♀xll}

{女中たち【♀xl】

人々 【1】

平 児[♀x1】}

什客京西 茗 姻[♀x1] 金 栄[♂x1】 混帳奈西 平 児 【♀xll 買 瑞 【♂xll

鴛 驚[♀x1】 平 児 【♀x1】 役所の門番 役 人[♂x1】

探 春 【♀xl】 王 家 【♀xl1 【♂xll {宝 玉の育ての

婆 さん 【♀xll 婆さんの孫娘 {王婦人【♀x2】} 母[♀Xl]

【♀x1】 {買瑚 ♂x21} 人々 口1}

不知死活的奈西 買 漣1♂x1】 偽の玉 を送 {人 々Cll偽 の

って きた人 玉 を送って き

1♂x11 た 人 【♂Xl】}

野奈西 責 漣1♂xl】 和 尚 【♂Xll

没王法的京西 鳳 姐 【♀x1】 焦 大 【♂Xll 没人心的奈西 宝 玉 【♂Xl】 孫紹祖 【♂x11

没趣几的奈西 宝 玉 【♂xll 買 芸 【♂x1】 不害躁的f西 司棋の母 【♀x11 司 棋 【♀xl1

小奈西几 王 仁 【♂xll 巧 姐[♀ ×1】 好姦京西 宝 玉 【♂xl工 女 中 【♀ ×1】

混帳的奈西 王婦人 【♀xll 買 環[♂Xl】 打a的 京西 貿 漣 【♂x1】 買 芹 【♂xll

没良心的f西 平 児 【♀ ×1】 買 漣[♂ ×1】 老京西 鳳 姐 【♀xl] 趙嬢娘 【♀x11

隣{見二[♂x11 買 芸[♂Xl] {買 母1♀xl】 {宝 玉の育て

王婦 人 【♀x3】} の母[♀x41}

没股的奈西 襲 人 【♀x1】 使用人1♂xl1 混帳不堪的京西 宝 玉 【♂x1】 孫紹祖[♂Xl】

趙嬢娘 【♀x11 買 環 【♂x1】
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好駐奈西 湘 蓮 【♂xl】 醇 幡 【♂X}] 不配拾挙的f西 買 漣 【♂x1] 買 芸[♂x1】

不得好死的下

作奈西

鳳 姐 【♀x1】 嫁 たち 【♀Xi] 妖精似的奈西 王婦 人 ♀Xl】 晴'雲 〔♀x1】

不倶拾挙的京西
芳官の育ての

母1♀xl1
芳 官1♀x1】 没股的下流奈西 秋 紋 【♀x1】 小 紅1♀x1】

莞什骨子 醇 幡1♂x11 玉 【物(1)】 椙子蓋 柳 氏 【♀xl】 使用人 【d'X1)

什套旱物 宝 玉 【♂x1】 玉1物(1)1 付灰的老貨 女中たち【♀xl1 李婆さん【♀Xll

阿物兀 李婆さん 【♀X1]

婆 さん 【♀xl]

襲 人[♀xl】

宝玉 【♂xll

不知好　的京西 醐 夷嬌 〔♀x1】

邪婦人[♀x1】

買 環1♂x1工

買 漣1♂x1]

老貨 買 珍[♂x1】

黛 玉[♀x1】

{L♀

X21

烏進 孝1♂xll

李婆さん1♀刈

{李 婆 さん 【♀

xl】とある婆

さ ん 【♀xll}

労什子 宝 玉[♂Xl]

晴ii馴 ♀Xl】

{齢 官 【♀x2】}

玉 【物(1)】

置 き時計

【物(1)】

{ス ズメ働 物

(1)1芝 居 山}

2-2卑 賎邪悪 な者視する罵倒語一(1}下 級身分視する罵倒語

核死的奴オ 責 政 【♂xll 宝 玉[♂x1】 臭小厩 女中たち1♀x2] 宝 玉 【♂x2】

横強盗 婆 さん 【♀x1】 包 勇 【♂xll

(2)血 縁に対する罵倒語

条秤 焦 大 【♂xl】 頼二など【♂xl1 奈紳燕子 秋桐[♀x1】 尤二姐1♀x1】

野奈稗 買 珍 【♂x1】 何 三 【♂x1】 俄不死的野鮒 平児 【♀xll 買雨村1♂xll

小朶秤 隣{見二 【♂x1】

張王氏[♀x11

買 芸[♂xll

薩 幡1♂x1】

糊除狗穰的 人 々 【11 偽 の 玉 を 送

って きた人

〔♂xl】

曙禽的 秋 桐 【♀x11 尤二姐 【♀Xll 小狗禽的 李 貴[♂xl】 茗 姻 【♂x1】

反叛禽的 宝 玉[♂ ×1】 焙 茗 【♂x1】 野牛禽的 鳳 姐 【♀xll 男の子 【♂x1】

囚撰的 責 菌1♂x1】

酵 幡{♂xll

金 栄 【♂Xl】

宝 玉[♂xl】

下流囚壌的 買 赦[♂xl】 買 漣 【♂xll

糊除擬的 林 之 孝 の 妻

【♀xl】

女 中1♀x1】 小妃芥的 鋤 薬、 掃 紅 、

墨 雨 【♀x1】

金 栄[♂x1】
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娼妃蹄子1李 婆さん1♀x11}襲 人 【♀xl】ll1

(3}人 の発話に対する罵倒語

胡悦 代 儒[a'x11 宝 玉i♂x1】 少胡悦 鳳 姐 【♀x11 宝 玉 【♂x1】

秋 紋 【♀x1】 晴ii建{♀x1】 少来胡悦 仙 女[♀xll 宝 玉 【♂x1】

刑婦人[♀x1】 迎 春[♀xlI 核死的胡悦 黛 玉 【♀x1】 宝 玉 【♂x1】

包 勇 【♂Xl】 婆 さん たち 休胡悦 襲 人 【♀xll 芳 官 【♀x1】

元 帝 【♂xl】 【♀x1] 胡嗅 趙媛娘1♀xll 質 環 【♂x1】

醇家の人々山 土地の神1♂x11 混侵 柳 氏 【♀xll 蓮花児1♀x11

知 県 【♂x1】 宝 蜻 【♀x1] 多活 買 政 【♂x1】 宝 玉 【♂xll

鳳 姐 【♀x1】 呉 良[♂XII 混悦 王婦人 【♀x1】 宝 玉1♂xlj

仙 女 【♀x1】 女 中 【♀x1】
買 母 【♀x1】 買 政[♂xl】

{買 珍1♂XZI} 宝 玉 【♂Xl】

{王婦人【♀x2】} {尤 氏 【♀xl】

{費 政 【♂XZI} 買蓉 【♂x1D

{芳 官の育て

の 母[♀ ×1】

宝 玉[a'Xll}

{買 漣[♂x1】

宝 玉Ca'X1]}

(4)愚 者視する罵倒語

混帳 宝 玉[♂Xl】 嫁たち{♀x11 糊除 平 児 【♀xl】 賢 漣 【♂xl]

北静王[♂xl】 趙旦那 ぼx1】 尤 氏[♀x1】 入 画 【♀x1]

買 瑞 【♂x1】 道 士[♂x1】 二人の尼 【♀x1】 老婆さんたち

{王婦人【♀x21} {賀 環1♂xl】 {♀ ×1】

{襲 人 【♀x2】} 婆さん 【♀xl】}

{包 勇 【♂x1工 {使 用人たち 糊除行子 質 漣[♂x1】 巧 姐[♀x1】

探 春 【♀X1]} 1♂x1癖 幡の 混帳糊除行子 金 桂[♀ ×1】 酵 幡 【♂x1】

友 達[♂Xl】}

{女中たち1♀xll

婆 さん 【♀xll

混帳老婆 鳳 姐 【♀Xl】 見知 らぬ女 混帳行子 宝 玉[♂Xll 孫紹祖[♂x1】

買 母 【♀x1】 性山 紫 鵬 【♀xl1 人 々 【1】

趙媛娘 【♀xl】

姦物 仙 女 【♀x1】 宝 玉 【♂Xl】 元知的姦物 買 政 【(1)] 宝 玉[♂xl】

姦材 宝 玉 【♂×2】 晴 斐[♀x2】 呆子 惜 春1♀xll 婆さんたち

[X11
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呆『1王 婦人 【♀xl11宝 玉 【♂x1】1痴 几1賀 政[♂xl】1宝 玉1♂x1】

(5)後 輩に対 する罵倒語

並障 平 児 【♀x4) 彩 雲 と玉釧

1♀x41

元知的並障 買 政 【♂xll 宝玉 【♂Xll

下作黄子 劉婆さん【♀xl1 板児1♂xl】 秤子 王婦人 【♀x1】 買環 【♂xl]

雷打的下流秤子 邪婦人1♀Xit 買漣 【♂x1】 没造化的神子 趙捜娘 【♀xl】 買 環 【♂x1】

下作秤子 趙嬢娘 【♀Xl】 買環 【♂x1】 没良心的TT子 鳳 姐1♀x1】 買 蓉 【♂x1】

下流紳子 {王婦人1♀x2】}

{質 母1♀x21

邪婦人、王婦

人1♀Xll}

{買 環 【♂xll

買[d'xl]}

{買 穂 ♂x31}

華障 醇媛撫 ♀x1】

{買 母1♀x1】

王婦人1♀xll

買政[♂x1】}

醇 幡 【♂Xl】

{宝 玉 【♂x31}

不肖的華障 買 政 【♂xll 宝 玉 【♂x11 作死的華障 苺媛嬬 【♀xll 酵 幡 【♂x1】

蛆心華障 趙媛娘 【♀x1】 買 環1♂x1】 不争『的肇障 醇媛嬌1♀xll 醇 幡 【♂x1】

小肇障 鳳 姐1♀x1】 鳳姐の蜘 ♀xll 華根禍胎 王婦人[♀Xl】 宝 玉 【♂xll

癩鰺扶不上塙

的神子

鳳 姐1♀x1】 張 華 【♂x1】 毛'r美 李婆さん 【♀x21

質 環 【d'xll

襲 入 【♀x2】

女 中1♀x11

華障TT子 鳳 姐[♀x1} 買 蓉1♂Xl】

(6}外 見置き換 え罵倒語

没脆面的 探 春 【♀x11 使用人たち1♂Xll 没股的 買漣 〔♂xll 買 芹 【♂x1}

黒炭共 婆 さん 【♀Xl} 包 勇[♂xlj 臭肉 女中たち【♀xll 宝 玉 【♂x11

蹄子 鴛 鴬1♀x1】

黛 玉 【♀Xll

鶯 児 〔♀x1】

晴 斐1♀x1】

號 珀[♀xll

{鳳 姐 【♀xl]

買 母1♀xll}

{平 児 【♀x11

王婦人 【♀x1)}

平 児 と 襲 人

【♀Xl】

紫 鵤1♀xl】

春 燕 【♀x1】

女申たち【♀Xl1

鴛 喬1♀x1】

{平 児 【♀x21}

{曜 剰 ♀x21?

小蹄子 襲 人[♀x2】

尤 氏[♀x1]

買 蓮 【♂xll

紅 玉 【♀x1】

鳳 姐1♀xl1

紫 鵬1♀x1】

鴛 喬 の 兄 嫁

【♀ ×1】

蝉 姐 【♀xl】

香 菱 【♀x1】

婆 さん[♀xlj

{晴 雲1♀x2n

{金 桂 【♀×1】

錐 の母工♀xl】}

{買 母 【♀XZ]}

勝 月 【♀x2】

女中たち【♀Xl】

平 児 【♀xll

桂 葱[♀Xl】

女 中1♀x11

五 児 【♀x1】

襲 人 【♀xll

x官 【♀xl】

董 官 【♀Xl1

春 燕[♀ ×1】

{墜 児 【♀xll

芳 官 【♀x1】}

{宝 蜘 ♀x2】}

{紫 鵤[♀Xl】

女中たち【♀xl1}

没凪世面的小

蹄子

晴 霊 【♀ ×1】 秋 紋 【♀xll

囎舌根的小蹄

子

平 児1♀xlj i暁珀 【♀xlj
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没足灰的小蹄

子

尤 氏 【♀Xl1 鳳 姐[♀Xl】 促狭小蹄子 春燕の母[♀x11 春 燕[♀Xl】

姥了嗜的小蹄

子

香 菱[♀x1】 董 官[♀x1】 不成人的小蹄

子

婆 さん[♀x1】 婆 さんの孫娘

1♀×1】

(7)人 の性質 に対する罵倒語

鰍 襲 人[♀x1】 使用人 【♂xl】 油物 都怨諺警幻

[♀x1】

宝 玉[♂x1】

徽 探 春 【♀x1】 惜 春 【♀x1J 波始 尤三姐 【♀x1】 鳳 姐[♀x11

没良心的混帳 鳳 姐 【♀x1] 女 中[♀xll 1/本 事 趙嬢娘[♀x1】 買 環 【♂x11

不長送 王婦人[♀x11 買 漣 【♂ ×II 賎骨美 買 母 【♀x1】 尤 二姐 【♀x1】

喀了心的 晴 斐{♀x1】 女 中[♀ ×11 不沢拾挙 醇 幡 【♂x1, 香 菱 【♀x11

不知好ダ的 醇嬢嬬 【♀x1工 金 桂1♀x11 没見世面的 金 桂 【♀xll 酵 幡 【♂xll

下流 趙嬢娘 【♀x21

買 赦 【♂x1]

買 環 【♂x2】

買 漣1♂Xl】

没良心 芳 官 の 育 て

の母 【♀x1】

芳 官 【♀x11

2-3相 手の属性に対する罵倒語

禿歪刺 周瑞家[♀X1) 智 能 の 先 生

[♀xll

強徒 妙 玉[♀x1】 強 盗1♂x1】

毛賊 包勇 【♂x1】 盗賊[♂x1】 撒野的奴オ 鳳 姐 【♀x1】 奴 隷1♂x1】

奴オTT子 頼婆さん[♀Xl1 頼婆 さんの孫

1♂x1】

2-4生 理排泄罵倒語

放屍 買 政 【3'Xll

黛 玉 〔♀x11

裁判官 【鬼(1)1

使用人たち1♂Xll

宝 玉1♂x1】

鬼 たち 【♂x1】

放休娘的屍 鳳 姐 【♀x2】

婆 さん[♀x1}

買 蓉 【♂XZ]

焙 茗[♂Xl】

放休娼的厩 鳳 姐 【♀ ×1】 興 児[♂x1】 放泊屍 晴 雲 【♀x1】 人 々 【1】

汗熾 香 菱 【♀x1】 Q.官 【♀Xl】

2-5長 幼呼称罵倒語

大苓 網 蓮[♂x1】 酵 幡1♂x1] 小子 尤二姐 【♀x1】

鳳 姐 【♀x11

買 蓉[♂ ×1}

興 児 【♂x11

3呪 詑罵倒語 一 一3-1死 を呪 う罵倒 語

作死的 黛 玉{♀x1】 鶉鵡 働 物(1)】 不死的 芳 官 【♀x1】 趙嬢娘 【♀×1]

狼心短命的 黛 玉1♀x1] 宝 玉1♂x1】 短命鬼兀 女中たち1♀xl1 買 蓉[♂x1】

小短命鬼几 李 嬬 【♀xl】 鳳姐の蜘 ♀xl1 小挨刀的 尤 氏 【♀x11 人 々[11

老歓共 買 珍 【♂x1】 烏進孝 【♂x1】 不得好死的 鴛 喬 【♀x1】 平児、襲人

[♀ ×1】
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核死 茗 姻[♀x1】

{宝 玉[♂x31}

王一 貼 【♂xl】

{焙 茗1♂xlI

医者[♂x2])

要死 李 貴[d'Xll

鴛 喬1♀x2】

宝 蜻1♀x2】

茗 姻 【♂Xl1

使用人 【♂x2】

香 菱 【♀X21

元用的xオ 宝 玉 【d'x1] 茗 姻[♂xII 挺床 趙嬢娘[♀x2】 人 々12】

撞　 趙嬢娘 【♀x21 人 々 【2】

3-2子 孫断絶を呪 う罵倒語

子死絶了1繍 人 【♀x1】1趙 鎌 【♀xlll焦 了尾巴梢子1人 々[111鳳 姐 【♀x1】

4駆 逐罵倒語

叉出去 買 政 【♂xll 宝 玉 【♂x1】 快漆 買 珍 【♂xl】 飽 二 【♂x1】

快漆出去 鳳 姐[♀xll 女 中 【♀xl】


